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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部から電力が供給される受電部と、
　前記受電部と接続され、前記電力を所定の駆動電力に変換する電源部と、
　前記電源部と接続され、前記駆動電力により発光する光源部と、
　前記光源部を収納する筐体部と、
　前記筐体部から突出して設けられ、入射面から入射した前記光源部の光を、前記入射面
に隣接し対向して設けられた一主面及び他主面、又は前記入射面に対向して設けられた出
射面から導出させる導光部とを有し、
　前記導光部は、前記一主面、前記他主面、又は前記出射面の少なくとも一部に凹状又は
凸状のパターンで所定の情報を表す表示面を設けており、
　前記導光部は、二つの導光板からなり、各導光板の出射面は分岐され切り欠き部を隔て
て複数の導光片が設けられており、一の導光板の前記切り欠き部に他の導光板の入射面に
設けられた接合部が接合して、前記導光板が組み合わされて形成されていること
　を特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記表示面に設けられた前記所定の情報は、キャラクタ、図形、商号、文字、記号、又
はそれらの組み合わせから成ること
　を特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
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　前記表示面は、前記一主面及び前記他主面にそれぞれ対向して設けられていること
　を特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記導光片は、他の前記導光片から突出した部分に前記表示面が設けられていること
　を特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記導光片は、前記入射面からの長さが等しく又は異なるように複数形成されているこ
と
　を特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記導光片は、曲面又は傾斜面で形成されていること
　を特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記導光片は、所定の深さの円柱形状又は円錐形状から成る凹部が形成されていること
　を特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記導光片は、台形台形状又は円錐台形状に形成されていること
　を特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記入射面から延長した前記導光片は、多角形状、円形状、楕円形状、又は前記入射面
から遠ざかる毎に断面積が小さくなる錐形状になるように形成されていること
　を特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記導光部は、水平方向の断面形状が、前記筐体の中心から放射状に形成し、前記入射
面から離間する方向にそれぞれ延長して前記一主面及び前記他主面を設けてなること
　を特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記導光部は、鉛直方向から見た形状を十字状に形成し、前記一主面及び前記他主面を
４対以上設けてなること
　を特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項１２】
　前記導光部の前記一主面、前記他主面、又は前記出射面のいずれか１面以上に、前記光
源部の光を拡散光として導出させる凹状又は凸状のパターンが形成されていること
　を特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項１３】
　前記凹状のパターン又は前記凸状のパターンは、前記一主面及び前記他主面に対して対
面非同一に又は対面同一に形成されていること
　を特徴とする請求項１２に記載の照明装置。
【請求項１４】
　前記凹状のパターン又は前記凸状のパターンは、前記一主面及び前記他主面に対して前
記入射面から遠ざかる毎に深くなるように形成されていること
　を特徴とする請求項１２に記載の照明装置。
【請求項１５】
　前記導光部は、シリコーンコーティング剤が塗布、硝子コーティング剤が塗布、又は透
明樹脂が被覆されていること
　を特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、導光板を立体的に配設した照明装置に関する。



(3) JP 5113228 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の発光素子を設けた電球型ランプに関して、組み立て性を確保しつつ、接続
受部を各発光素子から略均等に遠ざけて発光を遮り難くすることにより、配光の均一性の
低下を抑制したランプの構成がある（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
　また、支持体上に配置された複数の半導体光源を有する照明装置に関して、光源の光が
割り当てられたライトガイドに支持体の法平面に対して所定の角度で入力結合され、ライ
トガイドが反射面と光射出面を備え、光射出面の包絡面が曲面セグメントを形成している
照明装置の構成がある（例えば、特許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－０３３９５９号公報
【特許文献２】特開２００６－１９０６８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前述の様な構成では、スポット型や電球型などに必要とされる広角の配
光特性を得ることができず、且つ十分に拡散される前の拡散光が照明装置から導出される
ことから光の指向性が強過ぎ、さらにデザイン性も良好ではなかった。
【０００６】
　そこで、本発明は前述の技術的な課題に鑑み、施設の環境やユーザの好みに合わせて、
スポット型や電球型などに必要とされる広角の配光特性を得ることができ、且つ十分に拡
散された拡散光を照明装置から導出させることができ、さらにデザイン性を高めると共に
、視覚効果により施設の名称等をユーザの記憶に残り易くすることができる照明装置の提
供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前述の課題を解決すべく、本発明に係る照明装置は、外部から電力が供給される受電部
と、前記受電部と接続され、前記電力を所定の駆動電力に変換する電源部と、前記電源部
と接続され、前記駆動電力により発光する光源部と、前記光源部を収納する筐体部と、前
記筐体部から突出して設けられ、入射面から入射した前記光源部の光を、前記入射面に隣
接し対向して設けられた一主面及び他主面、又は前記入射面に対向して設けられた出射面
から導出させる導光部とを有し、前記導光部は、前記一主面、前記他主面、又は前記出射
面の少なくとも一部に凹状又は凸状のパターンで所定の情報を表す表示面を設けており、
前記導光部は、二つの導光板からなり、各導光板の出射面は分岐され切り欠き部を隔てて
複数の導光片が設けられており、一の導光板の前記切り欠き部に他の導光板の入射面に設
けられた接合部が接合して、前記導光板が組み合わされて形成されていることを特徴とす
る。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る照明装置によれば、施設の環境やユーザの好みに合わせて、スポット型や
電球型などに必要とされる広角の配光特性を得ることができ、且つ十分に拡散された拡散
光を照明装置から導出させることができ、さらにデザイン性を高めると共に、視覚効果に
より施設の名称等をユーザの記憶に残り易くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る照明装置を示す斜視図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る照明装置を構成毎に分解して示す斜視図である。
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【図３】本発明の第１の実施形態に係る照明装置に配設された筐体を示す斜視図であり、
（ａ）は湾曲した凹凸形状から成る放熱用のフィンが外周に沿って複数形成されている筐
体を示す斜視図、（ｂ）は凹凸形状から成る放熱用のフィンが外周に沿って複数形成され
ている筐体を示す斜視図、（ｃ）は外周に放熱用のフィンが設けられていない筐体を示す
斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る照明装置の導光部に配設され出射面の先端が複数
の導光片を形成するように分岐された導光板及び該導光板に隣接して設けられる光源を示
す模式図であり、（ａ）は導光板と光源を導光板の主面から示す模式図、（ｂ）は導光板
の中央の導光片と光源を断面図で示す模式図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る照明装置の導光部に設けられた導光板の中で複数
に分岐された導光片に対して外側に向かって曲面が形成されている導光板を示す模式図で
あり、（ａ）は導光板の主面を示す模式図、（ｂ）は導光板の先端を示す模式図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る照明装置の導光部に設けられた導光板の中で複数
に分岐された導光片に対して内側に向かって曲面が形成されている導光板を示す模式図で
あり、（ａ）は導光板の主面を示す模式図、（ｂ）は導光板の先端を示す模式図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係る照明装置の導光部に設けられた導光板の中で複数
に分岐された導光片に対して内側に向かって傾斜面が形成されている導光板を示す模式図
であり、（ａ）は導光板の主面を示す模式図、（ｂ）は導光板の先端を示す模式図である
。
【図８】本発明の第１の実施形態に係る照明装置の導光部に設けられた導光板の中で複数
に分岐された導光片の先端が凹状に形成されている導光板を示す模式図であり、（ａ）は
導光板の主面を示す模式図、（ｂ）は導光板の先端を示す模式図である。
【図９】本発明の第１の実施形態に係る照明装置の導光部に設けられた導光板の中で複数
に分岐された導光片の先端にそれぞれ所定の深さの円柱形状から成る凹部が形成されてい
る導光板を示す模式図であり、（ａ）は導光板の主面を示す模式図、（ｂ）は導光板の先
端を示す模式図である。
【図１０】本発明の第１の実施形態に係る照明装置の導光部に設けられた導光板の中で複
数に分岐された導光片の先端にそれぞれ所定の深さの円錐形状から成る凹部が形成されて
いる導光板を示す模式図であり、（ａ）は導光板の主面を示す模式図、（ｂ）は導光板の
先端を示す模式図である。
【図１１】本発明の第１の実施形態に係る照明装置の導光部に設けられた導光板の中で複
数に分岐された導光片の先端がそれぞれ台形台形状に形成されている導光板を示す模式図
であり、（ａ）は導光板の主面を示す模式図、（ｂ）は導光板の先端を示す模式図である
。
【図１２】本発明の第１の実施形態に係る照明装置の導光部に設けられた導光板の中で複
数に分岐された導光片の先端がそれぞれ円錐台形状に形成されている導光板を示す模式図
であり、（ａ）は導光板の主面を示す模式図、（ｂ）は導光板の先端を示す模式図である
。
【図１３】本発明の第１の実施形態に係る照明装置の導光部に設けられ応用例に相当する
導光板の断面を示す模式図であり、（ａ）は導光板の端部を隣接する導光板の端部に接続
することで内部に空間を設けた三角柱形状に組み合わせた複数の導光板の断面を示す模式
図、（ｂ）は内部に空間を設けた三角柱形状に一体成型された導光板の断面を示す模式図
、（ｃ）は湾曲した導光板の端部を隣接する湾曲した導光板の端部に接続することで円筒
形状に組み合わせた複数の湾曲した導光板の断面を示す模式図、（ｄ）は円筒形状に一体
成型された導光板の断面を示す模式図、（ｅ）は十字形状に導光板を組み合わせた複数の
導光板の断面を示す模式図、（ｆ）は十字形状に一体成型された導光板の断面を示す模式
図である。
【図１４】本発明の第２の実施形態に係る照明装置を示す斜視図である。
【図１５】本発明の第２の実施形態に係る照明装置を構成毎に分解して示す斜視図である
。



(5) JP 5113228 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

【図１６】本発明の第２の実施形態に係る照明装置の導光部に配設され出射面の先端が複
数の導光片を形成するように分岐された導光板及び該導光板に隣接して設けられる光源を
示す模式図であり、（ａ）は導光板と光源を導光板の主面から示す模式図、（ｂ）は凹状
のパターンが対向する主面に対面同一に形成されている導光板の中央の導光片と光源を断
面図で示す模式図である。
【図１７】本発明の第２の実施形態に係る照明装置の導光部に配設され出射面の先端が複
数の導光片を形成するように分岐された導光板及び該導光板に隣接して設けられる光源を
示す模式図であり、（ａ）は導光板と光源を導光板の主面から示す模式図、（ｂ）は凹状
のパターンが対向する主面に対面非同一に形成されている導光板の中央の導光片と光源を
断面図で示す模式図である。
【図１８】本発明の第２の実施形態に係る照明装置の導光部に配設され出射面の先端が複
数の導光片を形成するように分岐された導光板及び該導光板に隣接して設けられる光源を
示す模式図であり、（ａ）は導光板と光源を導光板の主面から示す模式図、（ｂ）は凹状
のパターンが入射面から先端に向かって段階的に深くなるように形成されている導光板の
中央の導光片と光源を断面図で示す模式図である。
【図１９】本発明の第２の実施形態の照明装置に配設された導光板の一主面に形成された
パターンと他主面に形成されたパターンを透過させた状態で示す模式図であり、（ａ）は
一主面のパターンに対して他主面のパターンが対面同一に形成されている状態を示す模式
図、（ｂ）は一主面のパターンに対して他主面のパターンがＸ方向に半ピッチ偏心して形
成されている状態を示す模式図、（ｃ）は一主面のパターンに対して他主面のパターンが
Ｙ方向に半ピッチ偏心して形成されている状態を示す模式図、（ｄ）は一主面のパターン
に対して他主面のパターンがＸ方向及びＹ方向ともに半ピッチ偏心して形成されている状
態を示す模式図である
【図２０】本発明の第２の実施形態の照明装置に配設された導光板に形成された四角錐か
ら成る凹状のパターンを示す模式図であり、（ａ）は導光板の主面から凹状のパターンを
示す模式図、（ｂ）は導光板の側面から凹状のパターンを示す模式図である。
【図２１】本発明の第２の実施形態に係る複数に分岐された導光片の高さが同一になるよ
うに形成された導光板を組み合わせた導光部を配設した照明装置を示す斜視図である。
【図２２】本発明の第２の実施形態に係る十字状に４つに分岐された導光片がそれぞれ台
形形状となるように形成された導光板を組み合わせた導光部を配設した照明装置を示す斜
視図である。
【図２３】本発明の第２の実施形態に係る十字状に設けられた３つの導光片がそれぞれ円
弧状になるように導光板を組み合わせた導光部を配設した照明装置を示す斜視図である。
【図２４】本発明の第２の実施形態に係る複数に分岐された導光片の先端及び側面にもそ
れぞれ凹状のパターン又は凸状のパターンが形成された導光板を組み合わせた導光部を配
設した照明装置を示す斜視図である。
【図２５】本発明の第３の実施形態に係る照明装置を示す斜視図である。
【図２６】本発明の第４の実施形態に係る照明装置に配設される筐体部と導光部を示す斜
視図である。
【図２７】本発明の第４の実施形態に係る照明装置に配設される保護部を取り外した筐体
部と導光部を示す斜視図である。
【図２８】本発明の第４の実施形態に係る照明装置に配設される筐体部の角度調整部と導
光部を示す斜視図である。
【図２９】本発明の第４の実施形態に係る照明装置に配設される筐体部の角度調整部と導
光部を示す要部断面図である。
【図３０】本発明の第４の実施形態に係る照明装置に配設される筐体部の角度調整部と表
示部を有した導光部を示す斜視図である。
【図３１】本発明の第２乃至第４の実施形態の各照明装置に配設される導光板を加工する
超音波加工装置を示す斜視図である。
【図３２】本発明の第２乃至第４の実施形態の各照明装置に配設される導光板を加工する
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超音波加工装置を示す正面図である。
【図３３】本発明の第２乃至第４の実施形態の各照明装置に配設される導光板を加工する
超音波加工装置による導光板基材への超音波加工を示す側面図であり、（ａ）は導光板基
材に超音波加工を施す前の状態を示す側面図であり、（ｂ）は導光板基材に超音波加工を
施している状態を示す側面図である。
【図３４】本発明の第２乃至第４の実施形態の各照明装置に配設される導光板を加工する
超音波加工装置に設けられた超音波加工用ホーンの一例を透過させた状態で示す斜視図で
ある。
【図３５】本発明の第２乃至第４の実施形態の各照明装置に配設される導光板を加工する
超音波加工装置に設けられた超音波加工用ホーンの一例の要部を示す模式図であり、（ａ
）は超音波加工用ホーンに複数形成された加工ドットを側面から示す模式図、（ｂ）は超
音波加工用ホーンに複数形成された加工ドットを正面から示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の照明装置に係る好適な実施形態について、図面を参照しながら説明する
。なお、本発明の照明装置は、以下の記述に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸
脱しない範囲において、適宜変更可能である。
【００１１】
　また、以下の説明においては、最初に本発明の第１の実施形態の照明装置１について図
１乃至図１３を参照しながら説明する。次に本発明の第２の実施形態の各照明装置につい
て図１４乃至図２４を参照しながら説明する。次に本発明の第３の実施形態の照明装置７
について図２５を参照しながら説明する。次に本発明の第４の実施形態の照明装置につい
て図２６乃至図３０を参照しながら説明する。次に本発明の第１乃至第４の実施形態の照
明装置にそれぞれ配設される導光板の製造方法について図３１乃至図３５等を参照しなが
ら説明する。最後に上述した本願発明に係る照明装置の構成と主な作用効果について各請
求項毎に説明する。
【００１２】
［第１の実施形態］
　以下、本発明の第１の実施形態の照明装置１について、図１乃至図１３を参照しながら
、具体的に説明する。
【００１３】
　第１の実施形態の照明装置１は、例えば図２に示すように、受電部１０、電源部２０、
光源部３０、筐体部４０、及び導光部１００から構成される。以下、照明装置１の各構成
について順に説明する。
【００１４】
　第１の実施形態の照明装置１を構成する受電部１０は、外部から電力が供給される。こ
の様な受電部１０は、図２に示すように、口金１１、絶縁ケース１２、及び絶縁ケースカ
バー１３から構成されている。以下、受電部１０の構成について説明する。受電部１０の
口金１１は、例えば屋内施設に施工されているソケットにねじ込んで電力の供給を受ける
ものである。なお、口金１１の直径は、例えば一般的なサイズである直径２６ｍｍとする
。また、口金１１の代わりに、例えば、コンセントに差し込んで電力の供給を受けるプラ
グや、発電機又は蓄電池を接続して電力の供給を受ける端子を用いる構成としても良い。
また、受電部１０の絶縁ケース１２は、例えば絶縁性を有するプラスチックスから成り、
円筒形状から形成されている。この様な絶縁ケース１２の内部に設けられた内部空間１２
Ｄには、後述する電源ユニット２１が収納されている。また、受電部１０の絶縁ケースカ
バー１３は、例えば絶縁性を有するプラスチックスから成り、円筒形状の一片から形成さ
れている。この様な絶縁ケースカバー１３は、絶縁ケース１２の内部空間１２Ｄに電源ユ
ニット２１が収納された状態で、絶縁ケースカバー１３の接合部１３Ａが、絶縁ケース１
２の他端１２Ｂに形成された接合部１２Ｃに接合されている。なお、絶縁ケース１２は、
一端１２Ａに口金１１を嵌め込んで接続され、且つ他端１２Ｂに絶縁ケースカバー１３が
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接合された状態で後述する筐体部４０の筐体４１を嵌め込んで接合されている。
【００１５】
　第１の実施形態の照明装置１を構成する電源部２０は、受電部１０と接続され、該受電
部１０を介して外部から供給された電力を所定の駆動電力に変換する。この様な電源部２
０は、図２に示すように、電源ユニット２１から構成されている。以下、電源部２０の構
成について説明する。電源部２０の電源ユニット２１は、受電部１０の口金１１を介して
外部から入力された電力を、光源部３０の光源３１の定格に合わせて、１００Ｖから例え
ば２４Ｖに降圧、直流の定電流への整流、整流後のパルス変調、及びノイズの除去等を行
い、後述する光源部３０の光源３１に駆動電力を供給する。この様な電源ユニット２１は
、例えば変圧器、整流器、及びコンデンサ等から構成される。なお、電源ユニット２１の
構成に関し、光源部の光源に例えば蛍光管、冷陰極管、又はネオン管を用いる場合には、
外部から供給される交流の電力を直流に変換せずに用いる。また、電源ユニット２１は、
受電部１０の絶縁ケース１２の内部空間１２Ｄに収納されている。
【００１６】
　第１の実施形態の照明装置１を構成する光源部３０は、電源部２０と接続され、該電源
部２０から供給された駆動電力により発光する。この様な光源部３０は、図２に示すよう
に、光源３１及び基板３２から構成されている。以下、光源部３０の構成について説明す
る。光源部３０の光源３１には、例えば白色で発光する発光ダイオード(ＬＥＤ：Ｌｉｇ
ｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏｄｅ)を用いる。より具体的には、ＬＥＤには、該ＬＥＤ
の色温度が例えば３０００ケルビン程度の昼光色、又は５５００ケルビン程度の冷白色の
ものを用いる。ここで、図２に示すように、十字状に組み合わされた導光板１０１及び導
光板１０２の入射面１０１Ｆ及び入射面１０２Ｆに沿って、例えば１０個の表面実装型の
ＬＥＤを十字状に配列している。この様な光源３１は、導光板１０１及び導光板１０２の
入射面１０１Ｆ及び入射面１０２Ｆから、対向する先端１０１Ｇ及び先端１０２Ｇに向か
って、導光板１０１及び導光板１０２の内部に光を入射する。
【００１７】
　また、光源部３０に関し、光源３１は、白色のＬＥＤに限定されることはなく、例えば
白色、赤色、橙色、黄色、緑色、青色、藍色、又は紫色のいずれかの色若しくはそれらの
色の組み合わせから成るＬＥＤで構成しても良い。また、光源３１は、紫外域の光を発す
るＬＥＤで構成しても良い。同様に、光源３１は、ＬＥＤに限定されることはなく、例え
ば有機発光ダイオード、蛍光管、冷陰極管、又はネオン管で構成しても良い。また、光源
部３０の基板３２は、光源３１を実装するための部材である。この様な基板３２は、例え
ば軽量で一定の強度を有するアルミニウムから成り、円盤状に形成されている。なお、基
板３２の材質には、放熱性に優れた銅や、加工性に優れたガラスエポキシ基板を用いても
良い。
【００１８】
　第１の実施形態の照明装置１を構成する筐体部４０は、光源部３０を収納する。この様
な筐体部４０は、図２に示すように、筐体４１、外周カバー４２、保持部材４３、固定部
材４４、及び固定部材４５から構成されている。以下、筐体部４０の構成について説明す
る。筐体４１は、例えばアルミニウムから成り、半球形状から形成されている。この様な
筐体４１の一面４１Ａに設けられた孔４１Ｂに、例えばサラネジから成る固定部材４４を
それぞれ通し、絶縁ケース１２に設けられたネジ孔１２Ｅ及び絶縁ケースカバー１３に設
けられたネジ孔１３Ｂにそれぞれネジ留めする。また、筐体４１の一面４１Ａには、基板
３２が係合される。また、電源ユニット２１の駆動電力は、図示せぬ電線により、絶縁ケ
ースカバー１３の配線孔１３Ｃ、筐体４１の配線孔４１Ｃ、及び基板３２の配線孔３２Ｂ
を介して、光源３１に供給される。
【００１９】
　また、筐体部４０に関し、筐体４１の表面積を増加させて電源部２０及び光源部３０で
発生した熱を効率良く放熱させるため、図２又は図３（ａ）に示すように、外周面４１Ｅ
に湾曲した凹凸形状から成る放熱用のフィンを複数形成しても良いし、図３（ｂ）に示す
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ように、外周面４１Ｅ'に直線の凹凸形状から成る放熱用のフィンを複数形成しても良い
。勿論、光源３１の駆動電流値が十分に低い場合や電源ユニット２１での電力損失が小さ
い場合には、図３（ｃ）に示すように、外周面４１Ｅ''に放熱用のフィンを設けなくても
良い。また、外周カバー４２は、例えばアルミニウムから成り、円筒形状から形成されて
いる。この様な外周カバー４２は、口金１１側から筐体４１に通され、該外周カバー４２
の接合部４２Ａが後述する保持部材４３の側壁４３Ｃの端部に接合される。
【００２０】
　同様に、筐体部４０に関し、保持部材４３は、例えば図２に示すように、導光板１０１
及び導光板１０２に係合し、筐体４１に着脱可能に保持する。この様な保持部材４３は、
例えばアルミニウムから成り、半円盤状から形成されている。具体的には、一対の保持部
材４３は、それぞれ該保持部材４３の中央に開口された溝部４３Ａを、後述する導光板１
０２の導光片１０２Ａに設けられた係合部１０２Ｈに挿入して係合している。さらに、一
対の保持部材４３は、それぞれ該保持部材４３の両端に形成された突起部４３Ｂを、後述
する導光板１０１の導光片１０１Ａ及び導光片１０１Ｄの下部にそれぞれ設けられた凹状
の係合部１０１Ｈに挿入して係合している。また、導光板１０１に導光板１０２が挿入さ
れ、且つ一対の保持部材４３がそれぞれ係合されている状態で、例えばナベネジから成る
固定部材４５を、一対の保持部材４３の孔４３Ｄ、及び基板３２に開口されたネジ孔３２
Ａの順で通す。その上で、固定部材４５を、筐体４１の一面４１Ａに設けられたネジ孔４
１Ｄにネジ留めすることにより、導光板１０１と導光板１０２及び基板２２を筐体４１に
対してそれぞれ着脱可能に保持する。なお、固定部材４５を反射剤が含有された接着剤で
密封しても良い。なお、一対の保持部材４３の側壁４３Ｃで、それぞれ筐体４１の外周面
４１Ｅに設けられた係合溝４１Ｆを覆っている。なお、基板３２を、例えばネジから成る
別個の固定部材を用いて、筐体４１の一面４１Ａに対して独立して着脱可能に保持する構
成としても良い。
【００２１】
　第１の実施形態の照明装置１を構成する導光部１００は、筐体部４０から突出して設け
られ、入射面から入射した光源部３０の光を分岐された出射面から導出させる。この様な
導光部１００に関し、先ず導光部１００に設けられる導光板の基本的な仕様について図２
を参照しながら説明する。次に導光部１００に設けられる導光板の基本的な光学特性につ
いて図４を参照しながら説明する。さらに導光部１００に設けられる導光板の複数に分岐
された導光片の形状について図５乃至図１２を参照しながら説明する。最後に導光部１０
０に設けられる導光板の応用例について図１３を参照しながら説明する。なお、第１の実
施形態の照明装置１を構成する導光部の形状は、導光部１００の形状に限定されることは
なく、例えば後述する第２乃至第４の実施形態の各照明装置を構成する導光部１１０乃至
導光部１７０の形状としても良い。
【００２２】
　先ず、導光部１００に設けられる導光板の基本的な仕様について、図２を参照しながら
説明する。導光部１００は、例えば導光板１０１及び導光板１０２を十字状に組み合わせ
て構成されている。また、導光板１０１及び導光板１０２は、それぞれ例えば透明なアク
リル樹脂板から成る。なお、導光板１０１及び導光板１０２は、透明な樹脂板に限定され
ることは無く、着色された樹脂板を用いても良い。また、導光板１０１及び導光板１０２
は、例えば可視域の光を照射されることにより拡散光を発する微粒子状の拡散部材を添加
した樹脂板を用いても良い。同様に、導光板１０１及び導光板１０２は、例えば紫外域や
可視域の光を照射されることにより蛍光を発する蛍光剤を塗布又は添加した樹脂板を用い
ても良い。
【００２３】
　また、導光部１００に設けられる導光板の基本的な仕様に関し、導光板１０１及び導光
板１０２は、所定の形状に形成されている。具体的には、導光板１０１は、導光板１０１
の先端が、導光片１０１Ａ、導光片１０１Ｂ、導光片１０１Ｃ、及び導光片１０１Ｄの４
つに分岐されている。また、導光板１０１は、導光片１０１Ｂ及び導光片１０１Ｃの先端
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１０１Ｇの長さが、導光片１０１Ａ及び導光片１０１Ｄの先端１０１Ｇ'の長さよりも、
長くなるように形成されている。さらに、導光板１０１は、導光片１０１Ａと導光片１０
１Ｂとの間に形成された切欠部１０１Ｌと、導光片１０１Ｃと導光片１０１Ｄとの間に形
成された切欠部１０１Ｎとの深さが、略等しくなるように形成されている。また、導光板
１０１は、切欠部１０１Ｍの深さが、左右に隣接して形成された切欠部１０１Ｌ及び切欠
部１０１Ｎの深さよりも、深くなるように形成されている。
【００２４】
　同様に、導光部１００に設けられる導光板の基本的な仕様に関し、導光板１０１に挿入
されて組み合わされる導光板１０２は、導光板１０１と同様に、該導光板１０２の先端が
、導光片１０２Ａ、導光片１０２Ｂ、導光片１０２Ｃ、及び導光片１０２Ｄの４つに分岐
されている。また、導光板１０２は、導光板１０１と同様に、導光片１０２Ｂ及び導光片
１０２Ｃの先端１０２Ｇの長さが、導光片１０２Ａ及び導光片１０２Ｄの先端１０２Ｇ'
の長さよりも、長くなるように形成されている。さらに、導光板１０２は、導光板１０１
と同様に、導光片１０２Ａと導光片１０２Ｂとの間に形成された切欠部１０２Ｌと、導光
片１０２Ｃと導光片１０２Ｄとの間に形成された切欠部１０２Ｎとの深さが、略等しくな
るように形成されている。また、導光板１０２は、導光板１０１と同様に、切欠部１０２
Ｍの深さが、左右に隣接して形成された切欠部１０２Ｌ及び切欠部１０２Ｎの深さよりも
、浅くなるように形成されている。
【００２５】
　同様に、導光部１００に設けられる導光板の基本的な仕様に関し、導光板１０１の切欠
部１０１Ｍと、導光板１０２の入射面１０２Ｆの中央に設けられた接合部１０２Ｊが接合
するように、導光板１０１に対して導光板１０２が挿入されている。なお、切欠部１０１
Ｍと接合部１０２Ｊを接合させた時に、導光板１０１の入射面１０１Ｆと導光板１０２の
入射面１０２Ｆが同一平面上に位置するように、導光板１０１及び導光板１０２が形成さ
れている。また、導光板１０１及び導光板１０２には、それぞれ防水、防汚、及び防塵等
の機能を有した図示せぬシリコーンコーティング剤又は硝子コーティング剤を塗布、もし
くは防水、防汚、及び防塵等の機能を有した図示せぬ透明樹脂を被覆しても良い。
【００２６】
　次に、導光部１００に設けられる導光板の基本的な光学特性について、図４を参照しな
がら説明する。ここで、図４では、導光板１０１及び導光板１０２の構成を簡略化した導
光板１０３と、該導光板１０３に隣接した光源３１を、模式的に示している。導光板１０
３の入射面１０３Ｆから入射された光源３１の光の一部は、例えば４つに分岐した導光片
１０３Ａ乃至導光片１０３Ｄの間にそれぞれ形成された３つの切欠部１０３Ｌ乃至切欠部
１０３Ｎにより、それぞれ広角に反射させることができる。ここで、切欠部１０３Ｌ乃至
切欠部１０３Ｎで広角に反射された光の一部は、導光片１０３Ａ乃至導光片１０３Ｄにそ
れぞれ設けられた一主面１０３Ｖと他主面１０３Ｑの間を多重反射する。さらに、導光板
１０３の切欠部１０３Ｍの深さを、左右に隣接して形成された切欠部１０３Ｌ及び切欠部
１０３Ｎの深さよりも深くなるように形成すると、切欠部１０３Ｍで広角に反射した光が
導光片１０３Ａ及び導光片１０３Ｄに到達し易い。
【００２７】
　また、導光部１００に設けられる導光板の基本的な光学特性に関し、従来の導光板の様
に単純な矩形状から形成されている導光板の場合、導光板の入射面から入射して直進した
光の多くは、直進して先端から放出される。しかし、本願発明に係る導光板１０３の様に
、例えば４つに分岐された形状から成る場合、導光板１０３の入射面１０３Ｆから入射さ
れた光は、切欠部１０３Ｌ乃至切欠部１０３Ｎを介して、導光片１０３Ａ乃至導光片１０
３Ｄにそれぞれ設けられた一主面１０３Ｖと他主面１０３Ｑの間で多重反射される。また
、導光板１０３に入射した光は、導光板１０３の各面の間で全方位に反射することにより
例えば先端１０３Ｇ又は先端１０３Ｇ'に斜入射で照射された後、該先端１０３Ｇ又は先
端１０３Ｇ'から放出されずに入射面１０３Ｆ側に反射される。したがって、本願発明に
係る導光板１０３では、該導光板１０３の入射面１０３Ｆから入射した光が、直進して先
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端１０３Ｇ又は先端１０３Ｇ'から放出される割合を、大幅に減少させることができる。
【００２８】
　さらに、導光部１００に設けられる導光板の複数に分岐された導光片の形状について、
図５乃至図１２を参照しながら説明する。図５に示す導光板１０４Ａは複数に分岐された
導光片１０４Ａ'の先端の外側に向かって曲面が形成され、図６に示す導光板１０４Ｂは
複数に分岐された導光片１０４Ｂ'の先端の内側に向かって曲面が形成されている。また
、図７に示す導光板１０４Ｃは、複数に分岐された導光片１０４Ｃ'の先端の内側に向か
って傾斜面が形成されている。なお、図７に示す導光板１０４Ｃの導光片１０４Ｃ'につ
いては、該導光片１０４Ｃ'の先端の外側に向かって傾斜面を形成しても良い。また、図
８に示す導光板１０４Ｄは、複数に分岐された導光片１０４Ｄ'の先端が凹状に形成され
ている。具体的には、導光板１０４Ｄの導光片１０４Ｄ'の先端は、例えば両側から中心
に向かって凹状になる様に傾斜面を設けている。この様な導光板１０４Ａ乃至導光板１０
４Ｄの各導光片は、先端部分が特殊な形状に加工されていることにより、デザイン性に優
れ、且つ視認する角度による光の強度分布の差を抑制することができる。また、導光板１
０４Ａ乃至導光板１０４Ｄの各導光片は、先端部分で光が乱反射することにより、該光が
各主面で多重反射し易くなる。したがって、導光板１０４Ａ乃至導光板１０４Ｄの各導光
片の先端部分から外部に放出されてしまう光の割合が減少し、各主面からの光の取り出し
効率を向上させることができる。なお、導光板１０４Ａ乃至導光板１０４Ｄの各導光片の
先端部分から外部に放出される光は、それぞれ照明装置１に対して外向き、内向き、及び
内向きで斜めに導出される。
【００２９】
　また、導光部１００に設けられる導光板の複数に分岐された導光片の形状に関し、図９
に示す導光板１０４Ｅは複数に分岐された導光片１０４Ｅ'の先端にそれぞれ所定の深さ
の円柱形状から成る凹部が形成され、図１０に示す導光板１０４Ｆは導光片１０４Ｆ'の
先端にそれぞれ所定の深さの円錐形状から成る凹部が形成されている。この様な導光板１
０４Ｅ及び導光板１０４Ｆは、導光板１０４Ａ乃至導光板１０４Ｄと同様に、各導光片の
先端部分が特殊な形状に加工されていることにより、デザイン性に優れ、且つ視認する角
度による光の強度分布の差を抑制することができる。また、導光板１０４Ｅ及び導光板１
０４Ｆは、例えばボール盤を用いて、導光板の複数に分岐された導光片の先端に円柱形状
又は円錐形状から成る凹部を形成する際に、該凹部の表面精度を粗くすることにより、該
凹部の内周面で光を拡散反射させることができる。したがって、導光板１０４Ｅ及び導光
板１０４Ｆにおける光の取り出し効率を、向上させることができる。
【００３０】
　同様に、導光部１００に設けられる導光板の複数に分岐された導光片の形状に関し、図
１１に示す導光板１０４Ｇは複数に分岐された導光片１０４Ｇ'の先端がそれぞれ台形台
形状に形成され、図１２に示す導光板１０４Ｈは導光片１０４Ｈ'の先端がそれぞれ円錐
台形状に形成されている。この様な導光板１０４Ｇ及び導光板１０４Ｈは、導光板１０４
Ａ乃至導光板１０４Ｆと同様に、各導光片の先端部分が特殊な形状に加工されていること
により、デザイン性に優れ、且つ視認する角度による光の強度分布の差を抑制することが
できる。また、導光板１０４Ｇ及び導光板１０４Ｈには、例えばフライス盤を用いてエン
ドミル加工を施すことにより、導光板の複数に分岐された導光片の先端に、台形台形状又
は円錐台形状から成る凸部が形成されている。この様に、導光板１０４Ｇ及び導光板１０
４Ｈの各導光片の先端部分に、台形台形状又は円錐台形状から成る凸部を形成することに
より、直交する角の部分が取り除かれ、導光板の内部で光が多重反射し易くなる。したが
って、導光板１０４Ｇ及び導光板１０４Ｈにおける光の取り出し効率を、向上させること
ができる。また、導光板１０４Ｇ及び導光板１０４Ｈの各導光片の先端部分は、台形台形
状又は円錐台形状から成る略レンズ状で形成されているため、該先端部分から外部に放出
される光は略平行光となる。
【００３１】
　なお、導光部１００に設けられる導光板の複数に分岐された導光片の形状に関し、図５
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乃至図１２を参照しながら上述した導光部１００に設けられる導光板については、例えば
それぞれ入射面から先端にかけて捻るように形成しても良い。また、導光板の複数に分岐
された導光片については、断面が矩形状のものに限定されることはなく、例えば断面が円
形状や楕円形状又は多角柱形状になるように形成しても良い。同様に、導光板の複数に分
岐された導光片については、例えば導光板の入射面から先端に向けて断面積が小さくなる
錐形状で形成しても良い。また、導光板の側面及び先端の一部又は全ての表面精度を粗く
することにより、導光板の内部から側面及び先端に照射された光を、該側面及び先端にお
いて拡散反射させる構成にしても良い。また、図５乃至図１２を参照しながら上述した導
光部１００に設けられる導光板の複数に分岐された導光片の形状については、後述する第
２乃至第４の実施形態の各照明装置にも適用できる。
【００３２】
　最後に、導光部１００に設けられる導光板の応用例について、図１３を参照しながら説
明する。図１３（ａ）に、導光板１０５の端部を隣接する導光板１０５の端部に接続する
ことで、内部に空間を設けた三角柱形状に組み合わせた３つの導光板１０５を示している
。同様に、図１３（ｂ）に、内部に空間を設けた三角柱形状になるように、例えば成型加
工により一体成型された導光板１０５'を示している。なお、導光板は、図１３（ａ）及
び図１３（ｂ）に示すように、内部に空間を設けた三角柱形状に限定されることはなく、
例えば内部に空間を設けた四角柱や五角柱等から成る多角柱としても良い。また、図１３
（ｃ）に、湾曲した導光板１０６の端部を隣接する湾曲した導光板１０６の端部に接続す
ることで、円筒形状に組み合わせた３つの湾曲した導光板１０６を示している。同様に、
図１３（ｄ）に、円筒形状になるように、例えば成型加工により一体成型された導光板１
０６'を示している。なお、導光板は、図１３（ｃ）及び図１３（ｄ）に示すように、断
面が円状から成る円筒形状に限定されることはなく、例えば断面が楕円状から成る円筒形
状としても良い。
【００３３】
　また、導光部１００に設けられる導光板の応用例に関し、図１３（ｅ）に、導光板１０
７を組み合わせて十字形状に設けた４つの導光板１０７を示している。同様に、図１３（
ｆ）に、十字形状になるように、例えば成型加工により一体成型された導光板１０７'を
示している。なお、導光板は、図１３（ｅ）及び図１３（ｆ）に示すように、中心から４
つの導光片を突出させて十字形状にしたものに限定されることはなく、例えば中心から３
つ又は５つ等の複数の導光片を突出させたものとしても良い。なお、図１３の各図には図
示していないが、導光板を、例えば内部に空間を設けず、断面が多角形状や円形状又は楕
円形状等になるように、成型加工により一体成型しても良い。また、図１３を参照しなが
ら上述した導光部１００に設けられる導光板の応用例については、後述する第２乃至第４
の実施形態の各照明装置にも適用できる。
【００３４】
　以上、第１の実施形態に係る照明装置１によれば、導光部に設ける導光板の外形形状を
、施設の環境やユーザの好みに合わせて決定することができる。すなわち、第１の実施形
態に係る照明装置１では、光の配光特性やデザイン性が異なるスポット型や電球型等の導
光部を設けることができる。具体的には、第１の実施形態に係る照明装置１では、導光部
に設ける導光板の先端の出射面を複数に分岐させることで、導光板の内部で光を多重反射
させる側面の表面積を増加させている。したがって、この様な第１の実施形態に係る照明
装置１を用いれば、導光板の先端の出射面から外部に直接導出されてしまう光の割合が減
少し、導光板の側面から導出される光の割合が増加するため、周囲を明るく照らすことが
できる。すなわち、照明装置１から導出される光の指向性を広げることができる。さらに
、導光板から導出される光は、視認者の目に入射した際に該視認者が眩しく感じることを
抑制できる。
【００３５】
　また、第１の実施形態に係る照明装置１では、導光部に設ける導光板の先端部分の形状
を、例えば外側や内側に向かって湾曲した曲面としたり、台形台形状や円錐台形状とした
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り、又は所定の深さの円柱形状や円錐形状から成る凹部を設けた形状としている。したが
って、この様な第１の実施形態に係る照明装置１を用いれば、導光板の先端から導出され
る光の出射方向を所定の角度に制御することができ、且つ導光板の先端で乱反射した光の
一部が入射面に向かって反射されることから導光板の内部で該光を多重反射させ易くする
ことができ、さらに導光板の先端から導出される光を略集光光や略発散光にすることがで
きる。すなわち、この様な第１の実施形態に係る照明装置１を用いれば、照明装置１の導
光部から導出される光の光強度分布を任意に設定することができ、例えば照明装置１に直
交した方向から水平に至る方向まで略均等な光強度分布の光を導出させることができる。
なお、導光板を、例えば筐体部から離間する毎に水平方向に対して拡張するように突出さ
せて設ければ、照明装置１の前方に加えて後方にも光を導出させることができる。
【００３６】
　同様に、第１の実施形態に係る照明装置１では、導光部に設ける導光板の外形形状を、
例えば２つの導光板を立体的に交差させて組み合わせることにより、十字状の形状として
いる。したがって、この様な第１の実施形態に係る照明装置１を用いれば、導光板の主面
から導出された光を、該導光板に隣接した他の導光板に遮光されることなく放出させるこ
とができる。さらに、導光部に設けられた導光板は透明であり、例えば導光板の一主面越
しに対向した他主面を視認することができ、且つ例えば導光板の一主面越しに隣接する他
の導光板の一主面を視認することができる。すなわち、照明装置１の円周方向のいずれの
方向から導光部を見た場合にも、導光板から導出される光の明暗の差を抑制することがで
きる。さらに、導光部に例えば十字状に設けられた２つの導光板が重なっていることによ
り、例えば一つの導光板の内部で多重反射された光の一部は、該一つの導光板に隣接して
重ねられた他の導光板に入射された後に、該他の導光板の内部で更に多重反射されてから
導出される。すなわち、導光板の入射面から入射した光源の光は、拡散光として分散され
る。したがって、導光板から導出された光を視認者が視認した場合に、該視認者が眩しく
感じることがなく明暗の差が少ない良好な面光源として認識することができる。
【００３７】
　同様に、第１の実施形態に係る照明装置１では、導光部に設ける導光板を、様々な形状
に形成することにより、優れたデザイン性を備えている。したがって、この様な第１の実
施形態に係る照明装置１を用いれば、単に室内等を照らして一定の照度を得る従来の照明
装置に留まらず、例えばレストランや結婚式等で照明装置１を視認した視認者に対して、
所定の演出効果を得ることができる。
【００３８】
［第２の実施形態］
　以下、本発明の第２の実施形態の各照明装置について、図１４乃至図２４を参照しなが
ら、具体的に説明する。
【００３９】
　なお、本発明の第２の実施形態の各照明装置は、第１の実施形態の照明装置１を構成す
る導光部１００の導光板１０１及び導光板１０２に、凹状又は凸状のパターンがそれぞれ
形成されていることに特徴を有している。また、それ以外の第２の実施形態に係る構成は
、第１の実施形態で述べた構成と同様である。具体的には、第２の実施形態の例えば照明
装置２は、図１４及び図１５に示すように、第１の実施形態の照明装置１と同様の仕様か
ら成る受電部１０、電源部２０、光源部３０、及び筐体部４０と、第２の実施形態の照明
装置２に特有の導光部１１０から構成される。そこで、第２の実施形態においては、第１
の実施形態とは異なる構成である導光部について中心に説明する。
【００４０】
　第２の実施形態の照明装置２を構成する導光部１１０の導光板は、入射面から入射され
た光源部３０の光を拡散光として導出する凹状又は凸状のパターンが形成されている。な
お、該凹状又は凸状のパターンは、導光部１１０の導光板に係る複数の出射面の少なくと
も一面に形成されている。この様な導光部１１０に関し、先ず導光部１１０に設けられる
導光板の基本的な仕様について図１５を参照しながら説明する。次に導光部１１０に設け
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られる導光板の基本的な光学特性について図１６乃至図１８を参照しながら説明する。さ
らに導光部１１０に設けられる導光板に複数の入射面から光を入射させた場合の導光板の
光学特性について図１９を参照しながら説明する。また導光部１１０に設けられる導光板
に形成された凹状のパターンの詳細について図２０を参照しながら説明する。最後に導光
部１１０の外形形状の応用例について図２１乃至図２４を参照しながら説明する。
【００４１】
　先ず、導光部１１０に設けられる導光板の基本的な仕様について、前述した導光部１０
０と異なる仕様についてのみ、図１５を参照しながら説明する。導光部１１０の導光板１
１１には、拡散光を導出する凹状のパターン、凸状のパターン、又は凹状及び凸状のパタ
ーンから成るパターン１１１Ｐが、マトリクス状に形成されている。同様に、導光部１１
０の導光板１１２にも、拡散光を導出する凹状のパターン、凸状のパターン、又は凹状及
び凸状のパターンから成るパターン１１２Ｐが、マトリクス状に形成されている。この様
なパターン１１１Ｐ及びパターン１１２Ｐの間隔は、それぞれ例えば１ｍｍから６ｍｍで
ある。
【００４２】
　次に、導光部１００に設けられる導光板の基本的な光学特性について、図１６乃至図１
８を参照しながら説明する。なお、図１６乃至図１８の各図（ａ）では、導光板の主面に
パターンを図示することを省略している。ここで、図１６では、導光板１１１及び導光板
１１２の構成を簡略化した導光板１１３と、該導光板１１３に隣接した光源３１を、模式
的に断面図で示している。導光板１１３の入射面１１３Ｆから入射された光源３１の光の
一部は、例えば４つに分岐した導光片１１３Ａ乃至導光片１１３Ｄの間にそれぞれ形成さ
れた３つの切欠部１１３Ｌ乃至切欠部１１３Ｎにより、それぞれ広角に反射させることが
できる。ここで、切欠部１１３Ｌ乃至切欠部１１３Ｎで広角に反射された光の一部は、導
光片１１３Ａ乃至導光片１１３Ｄにそれぞれ設けられた一主面１１３Ｖと他主面１１３Ｑ
の間を多重反射するため、一主面１１３Ｖに複数形成されたパターン１１３Ｗと他主面１
１３Ｑに複数形成されたパターン１１３Ｒで、効率良く拡散光を発生させることができる
。さらに、導光板１１３の切欠部１１３Ｍの深さを、左右に隣接して形成された切欠部１
１３Ｌ及び切欠部１１３Ｎの深さよりも深くなるように形成すると、切欠部１１３Ｍで広
角に反射した光が導光片１１３Ａ及び導光片１１３Ｄに到達し易い。
【００４３】
　また、導光部１００に設けられる導光板の基本的な光学特性に関し、導光板１１３の入
射面１１３Ｆから入射された光源３１の光の一部は、切欠部１１３Ｌ乃至切欠部１１３Ｎ
を介することなく、導光片１１３Ａ乃至導光片１１３Ｄにそれぞれ設けられたパターン１
１３Ｗ及びパターン１１３Ｒにより拡散光を発生させる。ここで、従来の導光板の様に単
純な矩形状から形成されている導光板の場合、導光板の入射面から入射して直進した光の
多くは、拡散光に変換されずに直進して先端から放出される。しかし、本願発明に係る導
光板１１３の様に、例えば４つに分岐された形状から成る場合、導光板１１３の入射面１
１３Ｆから入射された光は、切欠部１１３Ｌ乃至切欠部１１３Ｎを介して、導光片１１３
Ａ乃至導光片１１３Ｄにそれぞれ設けられた一主面１１３Ｖと他主面１１３Ｑの間を多重
反射される。また、導光板１１３に入射した光は、導光板１１３の各面の間で全方位に反
射することにより、例えば先端１１３Ｇに斜入射で照射された後、該先端１１３Ｇから放
出されずに入射面１１３Ｆ側に反射される。したがって、本願発明に係る導光板１１３で
は、該導光板１１３の入射面１１３Ｆから入射した光が、拡散光に変換されずに直進して
先端１１３Ｇから放出される割合を、大幅に減少させることができる。
【００４４】
　同様に、導光部１００に設けられる導光板の基本的な光学特性に関し、導光板１１３に
形成されたパターン１１３Ｗ及びパターン１１３Ｒの密度が十分に高ければ、該パターン
１１３Ｗ及びパターン１１３Ｒで発生した複数の拡散光は略均一な面光源として、導光板
１１３の一主面１１３Ｖ及び他主面１１３Ｑから導出される。また、一主面１１３Ｖのパ
ターン１１３Ｗで発生した拡散光の一部と、他主面１１３Ｑのパターン１１３Ｒで発生し
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た拡散光の大部分は、視認者の目Ｅで視認される。このため、図１６（ｂ）に示す一主面
１１３Ｖに複数形成されたパターン１１３Ｗと他主面１１３Ｑに複数形成されたパターン
１１３Ｒが対面同一に形成されている導光板１１３よりも、図１７（ｂ）に示す一主面１
１４Ｖに複数形成されたパターン１１４Ｗと他主面１１４Ｑに複数形成されたパターン１
１４Ｒが半ピッチずれて形成されている導光板１１４の方が、視認者の目Ｅで視認される
拡散光が発生するパターンの数が増加するため、導光板１１４における光の明暗の差が小
さくなる。さらに、光源３１の光の強度が導光板の入射面から先端に対して相対的に低下
することから、図１８（ｂ）に示すようにパターンの深さを導光板１１５の入射面１１５
Ｆから先端１１５Ｇに向かって段階的に深く形成することにより発生する拡散光の強度を
上げて、複数のパターンで発生した拡散光の強度を平均化させることができる。同様に、
パターンのピッチを、導光板１１５の入射面１１５Ｆから先端１１５Ｇに向かって段階的
に密になるように形成することにより、拡散光の強度を平均化させる構成としても良い。
【００４５】
　さらに、導光部１１０に設けられる導光板に複数の入射面から光を入射させた場合の導
光板の光学特性について、図１９を参照しながら説明する。ここで、図１９に示す導光板
１１６は、例えば、図１５に示す導光板１１２の入射面１１１Ｆに光源３１を設けた上で
、さらに導光板１１２の導光片１１２Ｂと導光片１１２Ｃの間にも光源３１を設けた状態
に相当する。図１９に示すように、導光板１１６Ｃ乃至導光板１１６Ｆの一主面に設けら
れたパターン１１６Ａ及び他主面に設けられたパターン１１６Ｂは、それぞれピッチＰ１
でマトリクス状に形成されている。また、図１９（ａ）乃至図１９（ｄ）の各図に示す導
光板１１６Ｃ乃至導光板１１６Ｆでは、導光板１１６の各パターンに対して図１９の水平
方向Ｘから入射光Ｌ１が照射されている。同様に、導光板１１６Ｃ乃至導光板１１６Ｆの
各パターンに対して図１９の垂直方向Ｙから入射光Ｌ２が照射されている。以下、図１９
（ａ）に示す導光板１１６Ｃの様にパターン１１６Ａとパターン１１６Ｂが対面同一に形
成されている状態を基準として、図１９（ｂ）乃至（ｄ）に示す導光板１１６Ｄ乃至導光
板１１６Ｆの様にパターン１１６Ａに対しパターン１１６Ｂが所定の方向に偏心している
３つの条件での光学特性についてそれぞれ説明する。
【００４６】
　導光板に複数の入射面から光を入射させた場合の光学特性に関し、図１９（ｂ）に示す
導光板１１６Ｄの様に、パターン１１６Ａに対してパターン１１６ＢがＸ方向に半ピッチ
Ｐ２偏心して形成されている場合、導光板１１６Ｄの一主面側から視認できる導光板１１
６のＸ方向に形成されたパターンは、図１９（ａ）に示す導光板１１６Ｃのパターンと比
較して２倍である。このため、図１９（ｂ）に示す導光板１１６Ｄは、図１９（ａ）に示
す導光板１１６Ｃと比較して、導光板１１６Ｄの一主面側から視認可能なパターンによる
輝点が、導光板１１６ＤのＸ方向において２倍になるため、導光板１１６ＤのＸ方向にお
ける光の明暗の差が小さくなる。また、図１９（ｃ）に示す導光板１１６Ｅの様に、パタ
ーン１１６Ａに対してパターン１１６ＢがＹ方向に半ピッチＰ２偏心して形成されている
場合、導光板１１６Ｅの一主面側から視認できる導光板１１６ＥのＹ方向に形成されたパ
ターンは、図１９（ａ）に示す導光板１１６Ｃのパターンと比較して２倍である。このた
め、図１９（ｃ）に示す導光板１１６Ｅは、図１９（ａ）に示す導光板１１６Ｃと比較し
て、導光板１１６Ｅの一主面側から視認可能なパターンによる輝点が、導光板１１６Ｅの
Ｙ方向において２倍になるため、導光板１１６ＥのＹ方向における光の明暗の差が小さく
なる。
【００４７】
　また、導光板に複数の入射面から光を入射させた場合の光学特性に関し、図１９（ｄ）
に示す導光板１１６Ｆの様に、パターン１１６Ａに対してパターン１１６ＢがＸ方向及び
Ｙ方向にそれぞれ半ピッチＰ２偏心して形成されている場合、導光板１１６Ｆの一主面側
から視認できる導光板１１６ＦのＸ方向及びＹ方向にそれぞれ形成されたパターンは、図
１９（ａ）に示す導光板１１６Ｃのパターンと比較してそれぞれ２倍である。このため、
図１９（ｄ）に示す導光板１１６Ｆは、図１９（ａ）に示す導光板１１６Ｃと比較して、
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導光板１１６Ｆの一主面側から視認可能なパターンによる輝点が、導光板１１６ＦのＸ方
向及びＹ方向においてそれぞれ２倍になるため、導光板１１６ＦのＸ方向及びＹ方向にお
ける光の明暗の差が相当小さくなる。図１９（ａ）乃至図１９（ｄ）に示す導光板１１６
Ｃ乃至導光板１１６Ｆを参照しながら上述した通り、導光板１１６のパターン１１６Ａに
対するパターン１１６Ｂの位置をＸ，Ｙ方向に偏心して形成することにより、導光板１１
６の光学特性を任意に選択することができる。なお、特に図１９（ｄ）に示した導光板１
１６Ｆにおいては、図１９（ａ）に示した導光板１１６Ｃと比較して、Ｘ，Ｙ方向ともに
光の明暗の差が小さくなるため、良好な光学特性が得られる。
【００４８】
　また、導光部１１０に設けられる導光板に形成された凹状のパターンの詳細について、
図２０を参照しながら説明する。図２０に導光板１１７に形成された四角錐から成る凹状
のパターン１１７Ａを示す。ここで、導光板１１７において、四角錐から成る凹状のパタ
ーン１１７Ａが最下部１１７Ａ'に矩形状から成る面を有することにより、一主面１１７
Ｃ及び他主面１１７Ｄから拡散光を効率良く導出することができる。具体的には、入射面
１１７Ｆから入射された光の一部は、例えば一主面１１７Ｃ側に形成されたパターン１１
７Ａの最下部１１７Ａ'に照射され、入射面１１７Ｆから遠ざかる方向であり且つ他主面
１１７Ｄ側に反射される。同様に、入射面１１７Ｆから入射された光の一部は、例えば他
主面１１７Ｄ側に形成されたパターン１１７Ａの最下部１１７Ａ'に照射され、入射面１
１７Ｆから遠ざかる方向であり且つ一主面１１７Ｃ側に反射される。したがって、入射面
１１７Ｆから入射された光をより効率良く拡散光に変換して一主面１１７Ｃ及び他主面１
１７Ｄから導出させることができる。
【００４９】
　また、導光板に形成された凹状のパターンの詳細に関し、四角錐から成る凹状のパター
ン１１７Ａが最下部１１７Ａ'に矩形状から成る面を有することにより、一主面１１７Ｃ
及び他主面１１７Ｄから拡散光を効率良く直接導出することができる。具体的には、もし
凹状のパターン１１７Ａが純粋な四角錐形状である場合、該四角錐の最下部１１７Ａ'の
近傍で発生した拡散光は、その先端部分における一面１１７Ｍから対向する他面１１７Ｎ
までの距離が極めて短いことから、最下部１１７Ａ'の近傍での多重反射により拡散光が
大きく減衰し、一主面１１７Ｃ又は他主面１１７Ｄから導出され難い。一方、凹状のパタ
ーン１１７Ａが四角錐の最下部１１７Ａ'に矩形状から成る面を有する場合、該四角錐の
最下部１１７Ａ'の近傍で発生した拡散光は、最下部１１７Ａ'の近傍における一面１１７
Ｍから対向する他面１１７Ｎの間に一定の距離があるため、多重反射される前に一主面１
１７Ｃ又は他主面１１７Ｄから直接導出される。したがって、入射面１１７Ｆから入射さ
れた光をより効率良く主面から導出させることができる。
【００５０】
　最後に、導光部１１０の外形形状の応用例について、図２１乃至図２４を参照しながら
説明する。図２１に示す照明装置３の導光部１２０は、複数に分岐された導光片の長さが
同一になるように形成された導光板１２１及び導光板１２２を組み合わせて設けており、
複数に分岐された導光片の長さが全て等しくなるように形成されている。それ以外の照明
装置３の導光部１２０に係る仕様は、前述した導光部１１０の仕様と同一である。また、
図２２に示す照明装置４の導光部１３０は、十字状に４つに分岐された導光片がそれぞれ
台形形状となるように形成された導光板１３１及び導光板１３２を組み合わせて設けてい
る。ここで、導光板１３１は、該導光板１３１の先端１３１Ｇが、導光片１３１Ａ及び導
光片１３１Ｂの２つに分岐されている。さらに、導光板１３１は、導光片１３１Ａ及び導
光片１３１Ｂの先端１３１Ｇが、照明装置４の周辺から中心に向かって低くなるように傾
斜していることで、台形形状に形成されている。また、導光板１３１に挿入されて組み合
わされる導光板１３２は、導光板１３１と同様の形状である。
【００５１】
　また、導光部１１０の外形形状の応用例に関し、図２３に示す照明装置５の導光部１４
０は、十字状に設けられた４つの先端がそれぞれ円弧状になるように形成された導光板１
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４１及び導光板１４２を組み合わせて設けている。ここで、導光板１４１は、該導光板１
４１の先端１４１Ｇが、導光片１４１Ａ及び導光片１４１Ｂの２つに分岐されている。さ
らに、導光板１４１は、導光片１４１Ａ及び導光片１４１Ｂの先端１４１Ｇが、照明装置
５の周辺から中心に向かってそれぞれ高くなるように湾曲していることで、それぞれ円弧
状に形成されている。また、導光板１４１に挿入されて組み合わされる導光板１４２は、
先端１４２Ｇが、照明装置５の周辺から中心に向かって湾曲していることで、半円形状に
形成されている。また、図２４に示す照明装置６の導光部１５０は、前述した図２１に示
す照明装置３の導光部１２０と外形形状は同様である。一方、導光部１５０の導光板１５
１及び導光板１５２には、先端１５１Ｇ及び先端１５２Ｇや、側面１５１Ｕ及び側面１５
２Ｕにも、凹状のパターン、凸状のパターン、又は凹状及び凸状のパターンが形成されて
いる。なお、図２１乃至図２３を参照しながら説明した導光部１２０乃至導光部１４０の
外形形状については、前述した第１の実施形態の照明装置１にも適用できる。
【００５２】
　なお、導光部１１０の外形形状の応用例に関し、導光部１１０乃至導光部１４０につい
て、各導光部の先端から垂直方向に１ｍ離間した位置と、該１ｍ離間した位置から水平方
向に３０ｃｍ、５０ｃｍ、及び１００ｃｍ離れた位置の計４箇所における、照度［ｌｘ］
の測定結果の一例を表１に示す。なお、光源の条件は各導光部において同一である。
【００５３】
【表１】

【００５４】
　以上、第２の実施形態に係る各照明装置によれば、第１の実施形態に係る照明装置１と
同様に、導光板の外形形状を、施設の環境やユーザの好みに合わせて決定することができ
る。すなわち、第２の実施形態に係る各照明装置では、光の配光特性やデザイン性が異な
るスポット型や電球型等の導光部を設けることができる。具体的には、第２の実施形態に
係る各照明装置では、第１の実施形態に係る照明装置１と同様に、導光部に設ける導光板
の先端の出射面を複数に分岐させることで、導光板の内部で光を多重反射させる側面の表
面積を増加させている。したがって、この様な第２の実施形態に係る各照明装置を用いれ
ば、導光板の先端の出射面から外部に直接導出されてしまう光の割合が減少し、導光板の
側面から導出される光の割合が増加するため、周囲を明るく照らすことができる。すなわ
ち、各照明装置から導出される光の指向性を広げることができる。さらに、導光板から導
出される光は、視認者の目に入射した際に該視認者が眩しく感じることを抑制できる。
【００５５】
　また、第２の実施形態に係る各照明装置では、第１の実施形態に係る照明装置１と同様
に、導光部に設ける導光板の先端部分の形状を、例えば外側や内側に向かって湾曲した曲
面としたり、台形台形状や円錐台形状としたり、又は所定の深さの円柱形状や円錐形状か
ら成る凹部を設けた形状としている。したがって、この様な第２の実施形態に係る各照明
装置を用いれば、導光板の先端から導出される光の出射方向を所定の角度に制御すること
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ができ、且つ導光板の先端で乱反射した光の一部が入射面に向かって反射されることから
導光板の内部で該光を多重反射させ易くすることができ、さらに導光板の先端から導出さ
れる光を略集光光や略発散光にすることができる。すなわち、この様な第２の実施形態に
係る各照明装置を用いれば、各照明装置の導光部から導出される光の光強度分布を任意に
設定することができ、例えば各照明装置に直交した方向から水平に至る方向まで略均等な
光強度分布の光を導出させることができる。なお、導光板を、例えば筐体部から離間する
毎に水平方向に対して拡張するように突出させて設ければ、各照明装置の前方に加えて後
方にも光を導出させることができる。
【００５６】
　同様に、第２の実施形態に係る各照明装置では、第１の実施形態に係る照明装置１と同
様に、導光部に設ける導光板の外形形状を、例えば２つの導光板を立体的に交差させて組
み合わせることにより、十字状の形状としている。したがって、この様な第２の実施形態
に係る各照明装置を用いれば、導光板の主面から導出された光を、該導光板に隣接した他
の導光板に遮光されることなく放出させることができる。さらに、導光部に設けられた導
光板は透明であり、例えば導光板の一主面越しに対向した他主面を視認することができ、
且つ例えば導光板の一主面越しに隣接する他の導光板の一主面を視認することができる。
すなわち、各照明装置の円周方向のいずれの方向から導光部を見た場合にも、導光板から
導出される光の明暗の差を抑制することができる。さらに、導光部に例えば十字状に設け
られた２つの導光板が重なっていることにより、例えば一つの導光板の内部で多重反射さ
れた光の一部は、該一つの導光板に隣接して重ねられた他の導光板に入射された後に、該
他の導光板の内部で更に多重反射されてから導出される。すなわち、導光板の入射面から
入射した光源の光は、拡散光として分散される。したがって、導光板から導出された光を
視認者が視認した場合に、該視認者が眩しく感じることがなく明暗の差が少ない良好な面
光源として認識することができる。
【００５７】
　同様に、第２の実施形態に係る各照明装置では、第１の実施形態に係る照明装置１と同
様に、導光部に設ける導光板を、様々な形状に形成することにより、優れたデザイン性を
備えている。したがって、この様な第２の実施形態に係る各照明装置を用いれば、単に室
内等を照らして一定の照度を得る従来の照明装置に留まらず、例えばレストランや結婚式
等で各照明装置を視認した視認者に対して、所定の演出効果を得ることができる。
【００５８】
　さらに、第２の実施形態に係る各照明装置では、第１の実施形態に係る照明装置１と異
なり、導光部に設ける導光板に、入射面から入射された光源部３０の光を拡散光として導
出する凹状又は凸状のパターンを形成している。したがって、この様な第２の実施形態に
係る各照明装置は、導光板の内部から外部に透過して導出された光に加えて、導光板に形
成された凹状又は凸状のパターンで発生した拡散光を、導出させることができる。ここで
、第２の実施形態に係る各照明装置は、導光板の主面に凹状又は凸状のパターンをマトリ
クス状に配列させて設けることで、導光板の各パターンで発生した複数の拡散光により、
導光板の主面を略均一な面光源として作用させることができる。また、導光板の主面に形
成された凹状又は凸状のパターンで発生した拡散光は、視認者の目に眩しく感じることが
無く、該視認者により自然に近い優しい光として視認される。
【００５９】
［第３の実施形態］
　以下、本発明の第３の実施形態の照明装置７について、図２５を参照しながら、具体的
に説明する。
【００６０】
　ここで、本発明の第３の実施形態の照明装置７は、外部から電力が供給される受電部と
、前記受電部と接続され、前記電力を所定の駆動電力に変換する電源部と、前記電源部と
接続され、前記駆動電力により発光する光源部と、前記光源部を収納する筐体部と、前記
筐体部から突出して設けられ、入射面から入射した前記光源部の光を分岐された出射面か
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ら導出させる導光部とを有し、前記導光部は、前記出射面の一部又は全面に凹状又は凸状
のパターンで所定の情報を表す表示面を設けている。また、本発明の第３の実施形態の照
明装置７の構成を、外部から電力が供給される受電部と、前記受電部と接続され、前記電
力を所定の駆動電力に変換する電源部と、前記電源部と接続され、前記駆動電力により発
光する光源部と、前記光源部を収納する筐体部と、前記筐体部から突出して設けられ、入
射面から入射した前記光源部の光を分岐された出射面から導出させる導光部とを有し、前
記導光部は、前記出射面に前記光源部の光を拡散光として導出させる凹状又は凸状のパタ
ーンが形成され、且つ前記出射面の一部又は全面に凹状又は凸状のパターンで所定の情報
を表す表示面を設けるものとしても良い。
【００６１】
　なお、本発明の第３の実施形態の照明装置７は、凹状又は凸状のパターンで所定の情報
を表す表示面を設けた導光部１６０に特徴を有している。また、それ以外の第３の実施形
態に係る構成は、第１又は第２の実施形態で述べた構成と同様である。具体的には、第３
の実施形態の照明装置７は、第１の実施形態の照明装置１と同様の仕様から成る受電部１
０、電源部２０、光源部３０、及び筐体部４０と、第３の実施形態の照明装置７に特有の
導光部１６０から構成される。そこで、第３の実施形態においては、第１及び第２の実施
形態とは異なる構成である導光部１６０について中心に説明する。また、本発明の第３の
実施形態の照明装置７は、第１の実施形態の照明装置１の導光部１００を導光部１６０で
置き換える構成、又は第２の実施形態の各照明装置の各導光部を導光部１６０で置き換え
る構成のいずれの構成としても良い。なお、以下の説明においては、本発明の第３の実施
形態の照明装置７を、第２の実施形態の各照明装置の各導光部を導光部１６０で置き換え
る構成として説明する。
【００６２】
　第３の実施形態の照明装置７を構成する導光部１６０は、導光板１６１の先端１６１Ｇ
から突出した導光板１６２の部分に表示面１６２Ｓを設け、該表示面１６２Ｓに凹状又は
凸状のパターンを密集させることにより所定の情報を表している。この様な導光部１６０
は、導光板１６１及び導光板１６２から構成されている。以下、導光部１６０の各構成に
ついて説明する。導光板１６１は、先端１６１Ｇ及び先端１６１Ｇ'の仕様を除いて、第
２の実施形態の照明装置２を構成する導光部１１０の導光板１１１と同様の仕様から成る
。ここで、導光板１６１の先端１６１Ｇ及び先端１６１Ｇ'は、対向した２つの傾斜面に
より中央が窪んでいる。
【００６３】
　また、導光部１６０に関し、導光板１６２は、先端１６２Ｇ及び先端１６２Ｇ'の仕様
と、導光片１６２Ａと導光片１６２Ｄの間に表示部１６２Ｓを設けた導光片１６２Ｅを有
していることを除いて、第２の実施形態の照明装置２を構成する導光部１１０の導光板１
１２と同様の仕様から成る。ここで、導光板１６２の先端１６２Ｇは、互い違いに傾斜し
た複数の傾斜面により複数の窪んだ形状を有している。ここで、導光板１６２の先端１６
２Ｇ'は、対向した２つの傾斜面により中央が窪んでいる。また、導光片１６２Ｅは、導
光板１１２の導光片１１２Ｂと導光片１１２Ｃの間が分岐されておらず、一体に形成され
ているものに相当する。この様な導光片１６２Ｅは、導光板１６２と組み合わされた導光
板１６１の先端１６１Ｇから突出した部分に表示面１６２Ｓを設けており、該表示部１６
２Ｓには凹状又は凸状のパターンで所定の情報が表されている。ここで、該所定の情報は
、例えば、キャラクタ、図形、商号、文字、又は記号から成り、それらを組み合わせたも
のでも良い。具体的には、図２５に示す表示部１６２Ｓには、例えば、凹状又は凸状のパ
ターンを密集させることにより、アルファベットの大文字で「Ａ」と表示されている。な
お、該表示部１６２Ｓには、マトリクス状に形成された凹状又は凸状のパターンは設けら
れていない。
【００６４】
　以上、第３の実施形態に係る照明装置７によれば、第１及び第２の実施形態に係る各照
明装置と同様に、導光板の外形形状を、施設の環境やユーザの好みに合わせて決定するこ
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とができる。すなわち、第３の実施形態に係る照明装置７では、光の配光特性やデザイン
性が異なるスポット型や電球型等の導光部を設けることができる。具体的には、第３の実
施形態に係る照明装置７では、第１及び第２の実施形態に係る各照明装置と同様に、導光
部に設ける導光板の先端の出射面を複数に分岐させることで、導光板の内部で光を多重反
射させる側面の表面積を増加させている。したがって、この様な第３の実施形態に係る照
明装置７を用いれば、導光板の先端の出射面から外部に直接導出されてしまう光の割合が
減少し、導光板の側面から導出される光の割合が増加するため、周囲を明るく照らすこと
ができる。すなわち、照明装置７から導出される光の指向性を広げることができる。さら
に、導光板から導出される光は、視認者の目に入射した際に該視認者が眩しく感じること
を抑制できる。
【００６５】
　また、第３の実施形態に係る照明装置７では、第１及び第２の実施形態に係る各照明装
置と同様に、導光部に設ける導光板の先端部分の形状を、例えば外側や内側に向かって湾
曲した曲面としたり、台形台形状や円錐台形状としたり、又は所定の深さの円柱形状や円
錐形状から成る凹部を設けた形状としている。したがって、この様な第３の実施形態に係
る照明装置７を用いれば、導光板の先端から導出される光の出射方向を所定の角度に制御
することができ、且つ導光板の先端で乱反射した光の一部が入射面に向かって反射される
ことから導光板の内部で該光を多重反射させ易くすることができ、さらに導光板の先端か
ら導出される光を略集光光や略発散光にすることができる。すなわち、この様な第３の実
施形態に係る照明装置７を用いれば、照明装置７の導光部から導出される光の光強度分布
を任意に設定することができ、例えば照明装置７に直交した方向から水平に至る方向まで
略均等な光強度分布の光を導出させることができる。なお、導光板を、例えば筐体部から
離間する毎に水平方向に対して拡張するように突出させて設ければ、照明装置７の前方に
加えて後方にも光を導出させることができる。
【００６６】
　同様に、第３の実施形態に係る照明装置７では、第１及び第２の実施形態に係る各照明
装置と同様に、導光部に設ける導光板の外形形状を、例えば２つの導光板を立体的に交差
させて組み合わせることにより、十字状の形状としている。したがって、この様な第３の
実施形態に係る照明装置７を用いれば、導光板の主面から導出された光を、該導光板に隣
接した他の導光板に遮光されることなく放出させることができる。さらに、導光部に設け
られた導光板は透明であり、例えば導光板の一主面越しに対向した他主面を視認すること
ができ、且つ例えば導光板の一主面越しに隣接する他の導光板の一主面を視認することが
できる。すなわち、照明装置７の円周方向のいずれの方向から導光部を見た場合にも、導
光板から導出される光の明暗の差を抑制することができる。さらに、導光部に例えば十字
状に設けられた２つの導光板が重なっていることにより、例えば一つの導光板の内部で多
重反射された光の一部は、該一つの導光板に隣接して重ねられた他の導光板に入射された
後に、該他の導光板の内部で更に多重反射されてから導出される。すなわち、導光板の入
射面から入射した光源の光は、拡散光として分散される。したがって、導光板から導出さ
れた光を視認者が視認した場合に、該視認者が眩しく感じることがなく明暗の差が少ない
良好な面光源として認識することができる。
【００６７】
　同様に、第３の実施形態に係る照明装置７では、第１及び第２の実施形態に係る各照明
装置と同様に、導光部に設ける導光板を、様々な形状に形成することにより、優れたデザ
イン性を備えている。したがって、この様な第３の実施形態に係る照明装置７を用いれば
、単に室内等を照らして一定の照度を得る従来の照明装置に留まらず、例えばレストラン
や結婚式等で照明装置７を視認した視認者に対して、所定の演出効果を得ることができる
。
【００６８】
　さらに、第３の実施形態に係る照明装置７では、第１の実施形態に係る照明装置１と異
なり、導光部に設ける導光板に、入射面から入射された光源部３０の光を拡散光として導
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出する凹状又は凸状のパターンを形成している。したがって、この様な第３の実施形態に
係る照明装置７は、導光板の内部から外部に透過して導出された光に加えて、導光板に形
成された凹状又は凸状のパターンで発生した拡散光を、導出させることができる。ここで
、第３の実施形態に係る照明装置７は、導光板の主面に凹状又は凸状のパターンをマトリ
クス状に配列させて設けることで、導光板の各パターンで発生した複数の拡散光により、
導光板の主面を略均一な面光源として作用させることができる。また、導光板の主面に形
成された凹状又は凸状のパターンで発生した拡散光は、光が分散されていることから、視
認者の目に眩しく感じることが無く、該視認者により自然に近い優しい光として視認され
る。
【００６９】
　また、第３の実施形態に係る照明装置７では、第１及び第２の実施形態に係る各照明装
置と異なり、導光板の先端から突出した他の導光板の部分に表示面１６２Ｓを設け、該表
示面１６２Ｓに凹状又は凸状のパターンで所定の情報を表している。したがって、この様
な第３の実施形態に係る照明装置７は、例えば照明装置７を使用している施設の名称等を
表示面１６２Ｓに設けることで、デザイン性を高めると共に、視覚効果により施設の名称
等をユーザの記憶に残り易くすることができる。
【００７０】
［第４の実施形態］
　以下、本発明の第４の実施形態の照明装置について、図２６乃至図３０を参照しながら
、具体的に説明する。
【００７１】
　ここで、本発明の第４の実施形態の照明装置は、外部から電力が供給される受電部と、
前記受電部と接続され、前記電力を所定の駆動電力に変換する電源部と、前記電源部と接
続され、前記駆動電力により発光する光源部と、前記光源部を収納する筐体部と、前記筐
体部から突出して設けられ、入射面から入射した前記光源部の光を分岐された出射面から
導出させる導光部とを有し、前記筐体部は、前記導光部を配設する角度を調整する角度調
整部を設けている。また、本発明の第４の実施形態の照明装置の構成を、外部から電力が
供給される受電部と、前記受電部と接続され、前記電力を所定の駆動電力に変換する電源
部と、前記電源部と接続され、前記駆動電力により発光する光源部と、前記光源部を収納
する筐体部と、前記筐体部から突出して設けられ、入射面から入射した前記光源部の光を
分岐された出射面から導出させる導光部とを有し、前記導光部は、前記出射面に前記光源
部の光を拡散光として導出させる凹状又は凸状のパターンが形成され、且つ前記筐体部は
、前記導光部を配設する角度を調整する角度調整部を設けるものとしても良い。
【００７２】
　同様に、本発明の第４の実施形態の照明装置の構成を、外部から電力が供給される受電
部と、前記受電部と接続され、前記電力を所定の駆動電力に変換する電源部と、前記電源
部と接続され、前記駆動電力により発光する光源部と、前記光源部を収納する筐体部と、
前記筐体部から突出して設けられ、入射面から入射した前記光源部の光を分岐された出射
面から導出させる導光部とを有し、前記導光部は、前記出射面に前記光源部の光を拡散光
として導出させる凹状又は凸状のパターンが形成され、前記出射面の一部又は全面に凹状
又は凸状のパターンで所定の情報を表す表示面を設け、且つ前記筐体部は、前記導光部を
配設する角度を調整する角度調整部を設けるものとしても良い。
【００７３】
　なお、本発明の第４の実施形態の照明装置は、導光部１７０及び該導光部１７０に設け
られた導光板の角度を調整できる筐体部５０に特徴を有している。また、それ以外の第４
の実施形態に係る構成は、第１又は第２の実施形態で述べた構成と同様である。具体的に
は、第４の実施形態の照明装置は、第１の実施形態の照明装置１と同様の仕様から成る受
電部１０、電源部２０、及び光源部３０と、第４の実施形態の照明装置に特有の導光部１
７０及び該導光部１７０に設けられた導光板の角度を調整できる筐体部５０から構成され
る。そこで、第４の実施形態においては、第１及び第２の実施形態とは異なる構成である
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導光部１７０及び筐体部５０について中心に説明する。また、本発明の第４の実施形態の
照明装置は、第１の実施形態の照明装置１、第２の実施形態の各照明装置、又は第３の実
施形態の照明装置７に係る各導光部及び各筐体部のいずれかを、導光部１７０及び筐体部
５０で置き換える構成とする。
【００７４】
　第４の実施形態の照明装置を構成する導光部１７０は、図２７に示すように、導光板１
７１から構成される。この様な導光板１７１は、図２７及び図２９に示すように、基材部
１７１Ａ及び８個の導光片１７１Ｂ乃至導光片１７１Ｉから成る。具体的には、導光板１
７１は、例えば円盤形状から成る基材部１７１Ａの一面に対して、例えばそれぞれ角柱形
状から成る導光片１７１Ｂ乃至導光片１７１Ｉが十字状に設けられるように一体に成型又
は接合されている。また、導光板１７１の導光片１７１Ｂ乃至導光片１７１Ｉの中の一面
以上には、凹状又は凸状のパターンが形成されている。なお、図２６乃至図３０では、導
光板１７１の導光片１７１Ｂ乃至導光片１７１Ｉに対する凹状又は凸状のパターンの図示
をそれぞれ省略している。また、図３０に示すように、導光板１７１の導光片１７１Ｅの
一主面１７１Ｖの一部や導光片１７１Ｄの先端１７１Ｓには、凹状又は凸状のパターンを
マトリクス状に形成せず、例えば星形の図形を表すように凹状又は凸状のパターンを密集
させて形成している。なお、例えば導光片１７１Ｄの先端１７１Ｓに凹状又は凸状のパタ
ーンを密集させて表した星形の図形の上に、図示せぬ半円形の樹脂をレンズとして接合す
ることにより、該星形の図形を拡大又は縮小させて壁面等に投影させても良い。
【００７５】
　第４の実施形態の照明装置を構成する筐体部５０は、角度調整部５１、支持部５２、連
結部５３、保護部５４、及び固定部材５５から構成される。以下、筐体部５０の各構成に
ついて説明する。筐体部５０の角度調整部５１に関し、例えば円盤形状に形成された載置
部材５１Ｂに、光源３１を配設した基板３２を載置している。また、載置部材５１Ｂに連
結し例えば球形状に形成された回動部材５１Ｃは、支持部５２の収納部材５２Ｂに設けら
れた図示せぬ孔に回動可能に収納されている。また、上部固定部材５１Ｄは、例えば円盤
形状に形成され、導光板１７１の導光片１７１Ｂ乃至導光片１７１Ｉを通す十字状の開口
が設けられている。ここで、上部固定部材５１Ｄと載置部材５１Ｂの間に、導光板１７１
の基材部１７１Ａ及び基板３２が収納された状態で、例えば図示せぬネジ等から成る固定
部材により一体に固定されている。また、上部固定部材５１Ｄの外周面には、円筒形状か
ら成る保護部材５１Ａの内周面の一端が例えば接着剤により接合されている。また、筐体
部５０の支持部５２は、例えば円錐形状から形成された支持部材５２Ａの上部に、角度調
整部５１の回動部材５１Ｃを回動可能に収納する図示せぬ孔を設けた収納部材５２Ｂを配
設している。また、収納部材５２Ｂの外周に設けられた溝に係合するように例えば円盤状
に形成された調整部材５２Ｃの内周に設けられた溝を連結している。この様な調整部材５
２Ｃを所定の方向に回転させると収納部材５２Ｂの外周に設けられた溝に調整部材５２Ｃ
の内周に設けられた溝が付勢した状態で係合して固定される。
【００７６】
　また、筐体部５０に関し、連結部５３は、該連結部５３の一端が支持部５２の支持部材
５２Ａの下端に挿入された状態で固定されている。この様な連結部５３は、外周にネジ溝
が形成された円柱形状から形成されている。なお、連結部５３は、例えば受電部１０に設
けられた図示せぬネジ孔に連結される。また、筐体部５０の保護部５４は、角度調整部５
１及び支持部５２を内部に収納して保護するためのものであり、円筒形状から形成されて
いる。また、保護部材５４は、保護部材５４の外周面５４Ａに一定の間隔で設けられたネ
ジ孔５４Ｂに例えばナベネジから成る複数の固定部材５５を通し、該固定部材５５の先端
を角度調整部５１の保護部材５１Ａの外周面に付勢させることで、角度調整部５１を所定
の角度で固定する。
【００７７】
　以上、第４の実施形態に係る照明装置によれば、第１乃至第３の実施形態に係る各照明
装置と同様に、導光板の外形形状を、施設の環境やユーザの好みに合わせて決定すること
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ができる。すなわち、第４の実施形態に係る照明装置では、光の配光特性やデザイン性が
異なるスポット型や電球型等の導光部を設けることができる。具体的には、第４の実施形
態に係る照明装置では、第１乃至第３の実施形態に係る各照明装置と同様に、導光部に設
ける導光板の先端の出射面を複数に分岐させることで、導光板の内部で光を多重反射させ
る側面の表面積を増加させている。したがって、この様な第４の実施形態に係る照明装置
を用いれば、導光板の先端の出射面から外部に直接導出されてしまう光の割合が減少し、
導光板の側面から導出される光の割合が増加するため、周囲を照らすことができる。すな
わち、照明装置から導出される光の指向性を広げることができる。さらに、導光板から導
出される光は、視認者の目に入射した際に該視認者が眩しく感じることを抑制できる。
【００７８】
　また、第４の実施形態に係る照明装置では、第１乃至第３の実施形態に係る各照明装置
と同様に、導光部に設ける導光板の先端部分の形状を、例えば外側や内側に向かって湾曲
した曲面としたり、台形台形状や円錐台形状としたり、又は所定の深さの円柱形状や円錐
形状から成る凹部を設けた形状とすることができる。したがって、この様な第４の実施形
態に係る照明装置を用いれば、導光板の先端から導出される光の出射方向を所定の角度に
制御することができ、且つ導光板の先端で乱反射した光の一部が入射面に向かって反射さ
れることから導光板の内部で該光を多重反射させ易くすることができ、さらに導光板の先
端から導出される光を略集光光や略発散光にすることができる。すなわち、この様な第４
の実施形態に係る照明装置を用いれば、照明装置の導光部から導出される光の光強度分布
を任意に設定することができ、例えば照明装置に直交した方向から水平に至る方向まで略
均等な光強度分布の光を導出させることができる。なお、導光板を、例えば筐体部から離
間する毎に水平方向に対して拡張するように突出させて設ければ、照明装置の前方に加え
て後方にも光を導出させることができる。
【００７９】
　同様に、第４の実施形態に係る照明装置では、第１乃至第３の実施形態に係る各照明装
置と同様に、導光部に設ける導光板の外形形状を、例えば２つの導光板を立体的に交差さ
せて組み合わせることにより、十字状の形状とすることができる。したがって、この様な
第４の実施形態に係る照明装置を用いれば、導光板の主面から導出された光を、該導光板
に隣接した他の導光板に遮光されることなく放出させることができる。さらに、導光部に
設けられた導光板は透明であり、例えば導光板の一主面越しに対向した他主面を視認する
ことができ、且つ例えば導光板の一主面越しに隣接する他の導光板の一主面を視認するこ
とができる。すなわち、照明装置の円周方向のいずれの方向から導光部を見た場合にも、
導光板から導出される光の明暗の差を抑制することができる。さらに、導光部に例えば十
字状に設けられた２つの導光板が重なっていることにより、例えば一つの導光板の内部で
多重反射された光の一部は、該一つの導光板に隣接して重ねられた他の導光板に入射され
た後に、該他の導光板の内部で更に多重反射されてから導出される。すなわち、導光板の
入射面から入射した光源の光は、拡散光として分散される。したがって、導光板から導出
された光を視認者が視認した場合に、該視認者が眩しく感じることがなく明暗の差が少な
い良好な面光源として認識することができる。
【００８０】
　同様に、第４の実施形態に係る照明装置では、第１乃至第３の実施形態に係る各照明装
置と同様に、導光部に設ける導光板を、様々な形状に形成することにより、優れたデザイ
ン性を備えさせることができる。したがって、この様な第４の実施形態に係る照明装置を
用いれば、単に室内等を照らして一定の照度を得る従来の照明装置に留まらず、例えばレ
ストランや結婚式等で照明装置を視認した視認者に対して、所定の演出効果を得ることが
できる。
【００８１】
　さらに、第４の実施形態に係る照明装置では、第２及び第３の実施形態に係る各照明装
置と同様に、導光部に設ける導光板に、入射面から入射された光源部３０の光を拡散光と
して導出する凹状又は凸状のパターンを形成している。したがって、この様な第４の実施
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形態に係る照明装置は、導光板の内部から外部に透過して導出された光に加えて、導光板
に形成された凹状又は凸状のパターンで発生した拡散光を、導出させることができる。こ
こで、第４の実施形態に係る照明装置は、導光板の主面に凹状又は凸状のパターンをマト
リクス状に配列させて設けることで、導光板の各パターンで発生した複数の拡散光により
、導光板の主面を略均一な面光源として作用させることができる。また、導光板の主面に
形成された凹状又は凸状のパターンで発生した拡散光は、視認者の目に眩しく感じること
が無く、該視認者により自然に近い優しい光として視認される。
【００８２】
　また、第４の実施形態に係る照明装置では、第３の実施形態に係る照明装置７と同様に
、導光部に設ける導光板の主面や先端の一部に凹状又は凸状のパターンを密集させること
より所定の情報を表している。したがって、この様な第４の実施形態に係る照明装置は、
デザイン性を高めると共に、報知したい所定の情報をユーザの記憶に残り易くすることが
できる。
【００８３】
　また、第４の実施形態に係る照明装置では、第１乃至第３の実施形態に係る各照明装置
と異なり、照明装置に配設した導光部の導光板を、任意の角度に可変して調整することが
できる。したがって、この様な第４の実施形態に係る照明装置は、該照明装置の受電部１
０の口金１１をねじ込む屋内施設に設けられたソケットの角度によらず、導光板の角度を
任意に調整することができる。具体的には、第４の実施形態に係る照明装置は、例えば屋
内施設の側壁の上部にソケットが水平に設けられている様な場合でも、照明装置に配設さ
れた導光板を下方に傾けることにより、室内をより効果的に照明することができる。
【００８４】
　次に、本発明の第１乃至第４の実施形態の照明装置にそれぞれ配設される導光板の製造
方法について、図３１乃至図３５等を参照しながら具体的に説明する。
【００８５】
　第１の実施形態の照明装置１に配設される導光板の製造方法には、例えば成型加工及び
切削加工を用いることができる。以下、各製造方法について説明する。成型加工では、成
型する導光板の外形形状を反映させた形状を金型の内部に形成し、例えば射出成型機に装
着した金型に対して加熱して軟化させた樹脂を注入してから、該樹脂を冷却させることに
より、導光板の外形形状を形成する。また、切削加工では、例えばフライス盤を用いたエ
ンドミル加工により導光板用の基材を切削して、導光板の外形形状を形成する。
【００８６】
　また、第２乃至第４の実施形態の各照明装置に配設される導光板の製造方法には、例え
ば超音波加工、加熱加工、切削加工、レーザ加工、成型加工、及びシルク印刷加工を用い
ることができる。以下、各製造方法について説明する。超音波加工では、導光板の表面に
当接させた超音波加工用ホーンの超音波の振動を用いて、導光板の表面を部分的に溶融さ
せることにより、該表面に凹状のパターンを形成する。また、加熱加工では、導光板の表
面に当接させた加工具の熱を用いて、導光板の表面を部分的に溶融させることにより、該
表面に凹状のパターンを形成する。同様に、切削加工では、導光板の表面に当接しながら
回転又は付勢させた切削工具を用いて、導光板の表面を部分的に削り取ることにより、該
表面に凹状のパターンを形成する。同様に、レーザ加工では、導光板の表面に集光させた
レーザ光の熱を用いて、導光板の表面を部分的に溶融させることにより、該表面に凹状の
パターンを形成する。
【００８７】
　同様に、第２乃至第４の実施形態の各照明装置に配設される導光板の製造方法に関し、
成型加工では、成型する導光板の外形形状を反映させた形状を金型の内部に形成し、例え
ば射出成型機に装着した金型に対して加熱して軟化させた樹脂を注入してから、該樹脂を
冷却させることにより、導光板の表面に凹状のパターン、凸状のパターン、又は凹状及び
凸状のパターンを形成する。同様に、シルク印刷加工では、導光板の表面に対して所定の
孔が開口した版を当接させ、孔を介して硬化性の樹脂を表面に付着させて、該表面を部分
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的に樹脂で被覆させることにより、該表面に凸状のパターンを形成する。また、成型加工
又はシルク印刷加工に用いる樹脂に、例えば拡散光を発する微粒子状の拡散部材を添加し
ても良い。同様に、上述した超音波加工、加熱加工、切削加工、又はレーザ加工を行う導
光板の基材である樹脂に、例えば拡散光を発する微粒子状の拡散部材を添加したものを用
いても良い。
【００８８】
　なお、第２乃至第４の実施形態の各照明装置に配設される導光板の製造方法に関し、上
述した超音波加工、加熱加工、切削加工、レーザ加工、成型加工、及びシルク印刷加工を
組み合わせて導光板を形成しても良い。具体的には、例えば成型加工により導光板の外形
形状のみを形成した上で、例えば超音波加工により導光板の表面に凹状のパターンを形成
しても良い。同様に、例えば成型加工により導光板の外形形状のみを形成した上で、例え
ばシルク印刷加工により導光板の表面に凸状のパターンを形成しても良い。
【００８９】
　ここで、特に超音波加工による導光板の製造方法に関し、超音波加工に用いる超音波加
工装置と、該超音波加工装置による超音波加工方法について、図３１乃至図３５を参照し
ながら説明する。超音波加工装置１０００は、図３１に示すように、超音波加工装置１０
００を構成する各構成機器を搭載して収容する筐体部１０１０、導光板に形成する前の基
材である導光板基材Ｄを例えば真空吸引して固定する加工台部１０２０、導光板基材Ｄに
対して後述する超音波加工部１０４０を相対的に移動させる移動機構部１０３０、導光板
基材Ｄの主面に超音波加工用ホーン１０４２の突起を当接させて超音波の振動により上記
主面を部分的に加熱し溶融させて凹状のパターンを形成する超音波加工部１０４０、及び
導光板基材Ｄの加工条件に基づいた超音波加工部１０４０による超音波加工を制御する制
御部１０５０から構成される。以下、超音波加工装置１０００を構成する筐体部１０１０
、加工台部１０２０、移動機構部１０３０、超音波加工部１０４０、及び制御部１０５０
の各構成機器について説明する。なお、説明の便宜上、各図面に示す三次元直交座標又は
二次元直交座標を随時用いる。
【００９０】
　超音波加工装置１０００を構成する筐体部１０１０は、例えば図３１に示すように、超
音波加工装置１０００を構成する各構成機器を搭載して収容する。この様な筐体１０１０
は、上段板１０１１、支柱１０１２、下段板１０１３、及び脚１０１４から構成される。
以下、筐体１０１０の構成について説明する。筐体部１０１０の上段板１０１１及び下段
板１０１３は、例えばステンレスから成り、板状に形成されている。なお、この様な下段
板１０１３には、移動機構部１０３０のコントローラ１０３４、超音波加工部１０４０の
超音波発振器１０４３、及び制御部１０５０の制御装置１０５４等が搭載されている。ま
た、筐体部１０１０の支柱１０１２は、例えばステンレスから成り、棒状で中空の角材か
ら形成されている。なお、この様な筐体部１０１０の支柱１０１２には、制御部１０５０
の支持部材１０５１が取り付けられている。また、筐体部１０１０の脚１０１４は、例え
ば強化プラスチックスから成り、円筒形状から形成されている。
【００９１】
　超音波加工装置１０００を構成する加工台部１０２０は、例えば図３１に示すように、
導光板に形成する前の基材である導光板基材Ｄを例えば真空吸引して固定する。この様な
加工台部１０２０は、加工台１０２１、真空ポンプ１０２２、吸引配管１０２３、分配器
１０２４、及びコネクタ１０２５から構成される。以下、加工台部１０２０の構成につい
て説明する。加工台部１０２０の加工台１０２１は、例えばアルミニウムから成り、複数
の吸引孔１０２１Ａを有する板状部材から形成されている。この様な加工台１０２１は、
筐体部１０１０の上段板１０１１に配設されている。また、例えば図３２に示すように吸
引配管１０２３の一端が真空ポンプ１０２２に接続され、且つ吸引配管１０２３の他端が
分配器１０２４を介して例えば図３３に示すように加工台１０２１に複数設けられた吸引
孔１０２１Ａにコネクタ１０２５を用いて接続されている。なお、導光板基材Ｄを加工台
１０２１の吸引孔１０２１Ａに真空吸着させることで、導光板基材Ｄが加工中に位置ずれ
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を生じることを防止し、且つ導光板基材Ｄの反り返りや撓み等を補正する。
【００９２】
　超音波加工装置１０００を構成する移動機構部１０３０は、例えば図３１に示すように
、加工台部１０２０に固定された導光板基材Ｄに対して超音波加工部１０４０を相対的に
移動させる。具体的には、移動機構部１０３０は、例えば制御部１０５０の操作盤１０５
２から入力された導光板基材Ｄに係る超音波加工情報に基づいて、超音波加工部１０４０
を図３１に示すＸ軸、Ｙ軸、及びＺ軸方向の所定の位置に移動させる。この様な移動機構
部１０３０は、Ｘ軸レール部材１０３１、補助Ｘ軸レール部材１０３１'、Ｙ軸レール部
材１０３２、Ｚ軸レール部材１０３３、及びコントローラ１０３４から構成される。なお
、コントローラ１０３４は、後述する制御部１０５０の操作盤１０５２から入力された導
光板基材Ｄの加工情報に基づき、各レール部材を用いて超音波加工部１０４０を所定の位
置に移動させるための制御装置である。
【００９３】
　超音波加工装置１０００を構成する超音波加工部１０４０は、例えば図３３に示すよう
に、導光板基材Ｄの主面に超音波加工用ホーン１０４２の突起を当接させて超音波の振動
により上記主面を部分的に加熱し溶融させて凹状のパターンを形成する。この様な超音波
加工部１０４０は、支持部材１０４１、超音波加工用ホーン１０４２、及び超音波発振器
１０４３から構成される。具体的には、超音波加工部１０４０の超音波加工用ホーン１０
４２は、Ｚ軸レール部材１０３３の可動テーブル１０３３Ａに接続されたプレート１０３
３Ｂに配設された支持部材１０４１に接続され、超音波発振器１０４３から供給された駆
動信号に基づいて導光板基材Ｄの表面に当接して超音波加工処理を施す先端部１０４２Ｂ
と、図示せぬピエゾ圧電素子及びコーン部材を備えた振動子４２Ａから成る。図３３（ａ
）に示すように、Ｚ軸レール部材１０３３のプレート１０３３Ｂには支持ブロック１０３
３Ｃを介してストッパ部材１０３３Ｄが設けられ、超音波加工部１０４０を支持している
。ここで、超音波加工部１０４０が図中下方向へ移動を開始し、超音波加工用ホーン１０
４２の先端部１０４２Ｂが導光板基材Ｄの表面に接触すると、図３３（ｂ）に示すように
超音波加工部１０４０が停止し、支持ブロック１０３３Ｃとストッパ部材１０３３Ｄが離
間して所定の時間が経過した後、超音波加工用ホーン１０４２が上昇する。
【００９４】
　また、超音波加工装置１０００を構成する超音波加工部１０４０に関し、図３４及び図
３５に示す超音波加工用ホーン１０４４は、図３３等に示す超音波加工用ホーン１０４２
と比較して、導光板基材Ｄの主面を部分的に加熱し溶融させて凹状のパターンを形成する
ための突起である加工ドット１０４５が、より多く形成されている。具体的には、加工ド
ット１０４５が、超音波加工用ホーン１０４４の先端部の１１０ｍｍ×６０ｍｍの範囲に
おいて、２ｍｍピッチで５４×２９のマトリクス状に形成されている。また、加工ドット
１０４５の形状は、４５度の傾斜面を有した四角錐から成る。ここで、超音波が印加され
た加工ドット１０４５を導光板基材Ｄの表面に当接させると、導光板基材Ｄが超音波の振
動により部分的に加熱し溶融されて、導光板基材Ｄの表面に加工ドット１０４５の形状を
反映した四角錐から成る凹状のパターンが形成される。この様な超音波加工用ホーン１０
４４を用いると、導光板の主面の大きさが１１０ｍｍ×６０ｍｍ以下であれば、超音波加
工を一度施すだけで導光板の主面に凹状のパターンを形成することができ、導光板の加工
に係るタクトを短縮させることができる。なお、超音波加工用ホーン１０４４の先端部の
大きさや、加工ドット１０４５のピッチ及び形状は、上記の仕様に限定されることはない
。ここで、特に本願の第１乃至第４の実施形態の各照明装置において、導光部に設けられ
る導光板の主面の大きさは例えば１１０ｍｍ×６０ｍｍであり、この様な１１０ｍｍ×６
０ｍｍの領域に対して、凹状のパターンを２ｍｍから２．５ｍｍピッチでマトリクス状に
形成すると、複数の凹状のパターンにより発生した各拡散光が、視認者には所定の模様の
様に視認されることから、各照明装置のデザイン性が向上する。
【００９５】
　超音波加工装置１０００を構成する制御部１０５０は、例えば図３１に示され、導光板
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基材Ｄの加工条件に基づいた超音波加工部１０４０による超音波加工を制御する。この様
な制御部１０５０は、支持部材１０５１、操作盤１０５２、表示パネル１０５３、及び制
御装置１０５４から構成される。以下、制御部１０５０の構成について説明する。制御部
１０５０の支持部材１０５１は、筐体部１０１０に複数設けられた支柱１０１２のいずれ
かに設けられ、操作盤１０５２及び表示パネル１０５３を配設している。また、制御部１
０５０の操作盤１０５２は、ユーザが導光板基材Ｄの加工条件等を制御装置１０５４に入
力するものである。また、制御部１０５０の表示パネル１０５３は、操作盤１０５２から
入力された導光板基材Ｄの加工条件等を表示させるものである。また、制御部１０５０の
制御装置１０５４は、超音波加工装置１０００全体を所定の制御に基づき駆動するための
制御基板や制御条件を記録するメモリー等から成る。
【００９６】
　最後に、上述した本願発明に係る照明装置の構成と主な作用効果について、各請求項毎
に説明する。
【００９７】
　請求項１に記載の照明装置７は、外部から電力が供給される受電部１０と、受電部１０
と接続され、電力を所定の駆動電力に変換する電源部２０と、電源部２０と接続され、駆
動電力により発光する光源部３０と、光源部３０を収納する筐体部４０と、筐体部４０か
ら突出して設けられ、入射面から入射した光源部３０の光を、入射面に隣接し対向して設
けられた一主面及び他主面、又は入射面に対向して設けられた出射面から導出させる導光
部１００乃至導光部１７０とを有し、導光部１００乃至導光部１７０は、一主面、他主面
、又は出射面の少なくとも一部に凹状又は凸状のパターンで所定の情報を表す表示面を設
けており、前記導光部１００乃至１７０は、二つの導光板からなり、各導光板の出射面は
分岐され切り欠き部を隔てて複数の導光片が設けられており、一の導光板の前記切り欠き
部に他の導光板の入射面に設けられた接合部が接合して、前記導光板が組み合わされて形
成されていることを特徴としている。また、請求項２に記載の照明装置７は、請求項１に
記載の表示面に設けられた所定の情報が、キャラクタ、図形、商号、文字、記号、又はそ
れらの組み合わせから成ることを特徴としている。また、請求項３に記載の照明装置７は
、請求項１に記載の表示面が、一主面及び他主面にそれぞれ対向して設けられていること
を特徴としている。
【００９８】
　ここで、請求項１乃至請求項３に記載の照明装置７によれば、導光部１００乃至導光部
１７０に設けられた導光板から導出される光が視認者の目に入射した際に該視認者が眩し
く感じることを抑制できる。さらに、導光部１００乃至導光部１７０では、導光板の入射
面から入射した光源の光が拡散光として分散される。したがって、導光板から導出された
光を視認者が視認した場合に、該視認者が眩しく感じることがなく明暗の差が少ない良好
な面光源として認識することができる。さらに、請求項１に記載の照明装置７によれば、
例えば図２５に示す表示面１６２Ｓを設け、該表示面１６２Ｓに凹状又は凸状のパターン
で所定の情報を表している。したがって、この様な照明装置７は、例えば照明装置７を使
用している施設の名称等を例えば表示面１６２Ｓに表示することで、デザイン性を高める
と共に、視覚効果により施設の名称等をユーザの記憶に残り易くすることができる。
【００９９】
　また、請求項１に記載の照明装置７は、前述したように、導光部１００乃至導光部１７
０に、出射面が分岐された導光片が複数設けられていることを特徴としている。したがっ
て、請求項１に記載の照明装置７では、導光部１００乃至導光部１７０に設ける導光板の
先端の出射面を複数に分岐させることで、導光板の内部で光を多重反射させる側面の表面
積を増加させている。この様な照明装置７を用いれば、導光板の先端の出射面から外部に
直接導出されてしまう光の割合が減少し、導光板の側面から導出される光の割合が増加す
るため、周囲を明るく照らすことができる。すなわち、照明装置７から導出される光の指
向性を広げることができる。
【０１００】
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　また、請求項１に記載の照明装置７は、前述したように、導光片が、導光部１００乃至
導光部１７０の一の導光板の前記切り欠き部に他の導光板の入射面に設けられた接合部が
接合して、前記導光板が組み合わされて形成されていることを特徴としている。したがっ
て、請求項１に記載の照明装置７によれば、複数の導光部１００乃至導光部１７０を任意
に組み合わせて、必要とする立体形状を容易に得ることができる。また、導光部１００乃
至導光部１７０に設けられた例えば２つの導光板を立体的に交差させて組み合わせること
により十字状の形状とすると、導光板の主面から導出された光を、該導光板に隣接した他
の導光板に遮光されることなく放出させることができる。さらに、導光部に設けられた導
光板は透明であり、例えば導光板の一主面越しに対向した他主面を視認することができ、
且つ例えば導光板の一主面越しに隣接する他の導光板の一主面を視認することができる。
すなわち、照明装置７の円周方向のいずれの方向から導光部を見た場合にも、導光板から
導出される光の明暗の差を抑制することができる。
【０１０１】
　また、請求項４に記載の照明装置７は、請求項１に記載の導光片が、他の導光片から突
出した部分に表示面が設けられていることを特徴としている。したがって、この様な照明
装置７は、例えば照明装置７を使用している施設の名称等をより効果的に表示することが
できるため、デザイン性を高めると共に、視覚効果により施設の名称等をユーザの記憶に
残り易くすることができる。
【０１０２】
　また、請求項５に記載の照明装置７は、請求項１に記載の導光片が、入射面からの長さ
が等しく又は異なるように複数形成されていることを特徴としている。また、請求項６に
記載の照明装置７は、請求項１に記載の導光片が、曲面又は傾斜面で形成されていること
を特徴としている。また、請求項７に記載の照明装置７は、請求項１に記載の導光片が、
所定の深さの円柱形状又は円錐形状から成る凹部が形成されていることを特徴としている
。また、請求項８に記載の照明装置７は、請求項１に記載の導光片が、台形台形状又は円
錐台形状に形成されていることを特徴としている。また、請求項９に記載の照明装置７は
、請求項１に記載の入射面から延長した導光片が、多角形状、円形状、楕円形状、又は入
射面から遠ざかる毎に断面積が小さくなる錐形状になるように形成されていることを特徴
としている。
【０１０３】
　ここで、請求項５乃至請求項９に記載の照明装置７によれば、導光部１００乃至導光部
１７０に設けられた導光板の先端から導出される光の出射方向を所定の角度に制御するこ
とができ、且つ導光板の先端で乱反射した光の一部が入射面に向かって反射されることか
ら導光板の内部で該光を多重反射させ易くすることができ、さらに導光板の先端から導出
される光を略集光光や略発散光にすることができる。すなわち、この様な照明装置７を用
いれば、照明装置７の導光部から導出される光の光強度分布を任意に設定することができ
、例えば照明装置７に直交した方向から水平に至る方向まで略均等な光強度分布の光を導
出させることができる。なお、導光板を、例えば筐体部から離間する毎に水平方向に対し
て拡張するように突出させて設ければ、照明装置７の前方に加えて後方にも光を導出させ
ることができる。
【０１０４】
　また、請求項１０に記載の照明装置７は、請求項１に記載の導光部の水平方向の断面形
状が、筐体４０の中心から十字状に放射して形成された例えば図１３に図示した導光板１
０７の断面形状、同様に筐体４０の中心から三叉状に放射して形成された図示せぬ導光板
の断面形状の様に、入射面から離間する方向にそれぞれ延長して一主面及び他主面を設け
ていることを特徴としている。また、請求項１１に記載の照明装置７は、請求項１に記載
の導光部に、鉛直方向から見た形状が十字状に形成された一主面及び他主面を４対以上設
けていることを特徴としている。ここで、請求項１０及び請求項１１に記載の照明装置７
によれば、導光部に設けられた導光板の主面から導出された光を、該導光板に隣接した他
の導光板に遮光されることなく放出させることができる。さらに、導光部に設けられた導
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光板は透明であり、例えば導光板の一主面越しに対向した他主面を視認することができ、
且つ例えば導光板の一主面越しに隣接する他の導光板の一主面を視認することができる。
すなわち、照明装置７の円周方向のいずれの方向から導光部を見た場合にも、導光板から
導出される光の明暗の差を抑制することができる。
【０１０６】
　また、請求項１２に記載の照明装置７は、請求項１に記載の導光部１１０乃至導光部１
７０の一主面、他主面、又は出射面のいずれか１面以上に、光源部３０の光を拡散光とし
て導出させる凹状又は凸状のパターンが形成されていることを特徴としている。ここで、
請求項１２に記載の照明装置７によれば、導光部１１０乃至導光部１５０に設けられた導
光板の主面に凹状又は凸状のパターンをマトリクス状に配列させて設けることで、導光板
の各パターンで発生した複数の拡散光により、導光板の主面を略均一な面光源として作用
させることができる。また、導光板の主面に形成された凹状又は凸状のパターンで発生し
た拡散光は、視認者の目に眩しく感じることが無く、該視認者により自然に近い優しい光
として視認される。
【０１０７】
　また、請求項１３に記載の照明装置７は、請求項１２に記載の凹状のパターン又は凸状
のパターンが、一主面及び他主面に対して対面非同一に又は対面同一に形成されているこ
とを特徴としている。ここで、請求項１３に記載の照明装置７によれば、請求項１２に記
載の凹状のパターン又は凸状のパターンを対向する一主面及び他主面に対して対面非同一
に形成することにより、視認者の目で視認される拡散光が発生するパターンの数が増加す
るため、導光板における光の明暗の差を小さくすることができる。
【０１０８】
　また、請求項１４に記載の照明装置７は、請求項１２に記載の凹状のパターン又は凸状
のパターンが、一主面及び他主面に対して入射面から遠ざかる毎に深くなるように形成さ
れていることを特徴としている。ここで、請求項１４に記載の照明装置７によれば、光源
３１の光の強度が導光板の入射面から先端に対して相対的に低下することから、凹状のパ
ターン又は凸状のパターンの深さを導光板の入射面から先端に向かって段階的に深く形成
することにより発生する拡散光の強度を上げて、複数のパターンで発生した拡散光の強度
を平均化させることができる。
【０１０９】
　また、請求項１５に記載の照明装置７は、導光部１００乃至導光部１７０が、シリコー
ンコーティング剤が塗布、硝子コーティング剤が塗布、又は透明樹脂が被覆されているこ
とを特徴としている。ここで、請求項１５に記載の照明装置７によれば、導光部１００乃
至導光部１７０を防水、防汚、及び防塵することができる。
【符号の説明】
【０１１０】
１，２，３，４，５，６，７　照明装置
１０　受電部
１１　口金
１２　絶縁ケース
１２Ａ　一端
１２Ｂ　他端
１２Ｃ　接合部
１２Ｄ　内部空間
１２Ｅ　ネジ孔
１３　絶縁ケースカバー
１３Ａ　接合部
１３Ｂ　ネジ孔
１３Ｃ　配線孔
２０　電源部
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２１　電源ユニット
３０　光源部
３１　光源
３２　基板
３２Ａ　ネジ孔
３２Ｂ　配線孔
４０　筐体部
４１　筐体
４１Ａ　一面
４１Ｂ　孔
４１Ｃ　配線孔
４１Ｄ　ネジ孔
４１Ｅ，４１Ｅ'，４１Ｅ''　外周面
４１Ｆ　係合溝
４２　外周カバー
４２Ａ　接合部
４３　保持部材
４３Ａ　溝部
４３Ｂ　突起部
４３Ｃ　側壁
４３Ｄ　孔
４４　固定部材
４５　固定部材
５０　筐体部
５１　角度調整部
５１Ａ　保護部材
５１Ｂ　載置部材
５１Ｃ　回動部材
５１Ｄ　上部固定部材
５２　支持部
５２Ａ　支持部材
５２Ｂ　収納部材
５２Ｃ　調整部材
５３　連結部
５４　保護部
５４Ａ　外周面
５４Ｂ　ネジ孔
５５　固定部材
１００，１１０，１２０，１３０，１４０，１５０，１６０，１７０　導光部
１０１，１０２，１０３，１０４Ａ，１０４Ｂ，１０４Ｃ，１０４Ｄ，１０４Ｅ，１０４
Ｆ，１０４Ｇ，１０４Ｈ，１０５，１０５'，１０６，１０６'，１０７，１０７'，１１
１，１１２，１１３，１１４，１１５，１１６Ｃ，１１６Ｄ，１１６Ｅ，１１６Ｆ，１１
７，１２１，１２２，１３１，１３２，１４１，１４２，１５１，１５２，１６１，１６
２，１７１　導光板
１０１Ａ，１０１Ｂ，１０１Ｃ，１０１Ｄ，１０２Ａ，１０２Ｂ，１０２Ｃ，１０２Ｄ，
１０３Ａ，１０３Ｂ，１０３Ｃ，１０３Ｄ，１０４Ａ'，１０４Ｂ'，１０４Ｃ'，１０４
Ｄ'，１０４Ｅ'，１０４Ｆ'，１０４Ｇ'，１０４Ｈ'，１１１Ａ，１１１Ｂ，１１１Ｃ，
１１１Ｄ，１１２Ａ，１１２Ｂ，１１２Ｃ，１１２Ｄ，１１３Ａ，１１３Ｂ，１１３Ｃ，
１１３Ｄ，１１４Ａ，１１４Ｂ，１１４Ｃ，１１４Ｄ，１１５Ａ，１１５Ｂ，１１５Ｃ，
１１５Ｄ，１２１Ａ，１２１Ｂ，１２１Ｃ，１２１Ｄ，１２２Ａ，１２２Ｂ，１２２Ｃ，
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１２２Ｄ，１３１Ａ，１３１Ｂ，１３２Ａ，１３２Ｂ，１４１Ａ，１４１Ｂ，１５１Ａ，
１５１Ｂ，１５１Ｃ，１５１Ｄ，１５２Ａ，１５２Ｂ，１５２Ｃ，１５２Ｄ，１６２Ａ，
１６２Ｄ，１６２Ｅ，１７１Ｂ，１７１Ｃ，１７１Ｄ，１７１Ｅ，１７１Ｆ，１７１Ｇ，
１７１Ｈ，１７１Ｉ　導光片
１０１Ｆ，１０２Ｆ，１０３Ｆ，１１１Ｆ，１１２Ｆ，１１３Ｆ，１１４Ｆ，１１５Ｆ，
１１７Ｆ　入射面
１０１Ｇ，１０１Ｇ'，１０２Ｇ，１０２Ｇ'，１０３Ｇ，１０３Ｇ'，１１１Ｇ，１１１
Ｇ'，１１２Ｇ，１１２Ｇ'，１１３Ｇ，１１３Ｇ'，１１４Ｇ，１１４Ｇ'，１１５Ｇ，１
１５Ｇ'，１２１Ｇ，１２２Ｇ，１３１Ｇ，１３２Ｇ，１４１Ｇ，１４２Ｇ，１５１Ｇ，
１５２Ｇ，１６１Ｇ，１６１Ｇ'，１６２Ｇ，１６２Ｇ'，１７１Ｓ　先端
１０１Ｈ，１０２Ｈ，１１１Ｈ，１１２Ｈ　係合部
１０２Ｊ，１１２Ｊ　接合部
１０１Ｌ，１０１Ｍ，１０１Ｎ，１０２Ｌ，１０２Ｍ，１０２Ｎ，１０３Ｌ，１０３Ｍ，
１０３Ｎ，１１１Ｌ，１１１Ｍ，１１１Ｎ，１１２Ｌ，１１２Ｍ，１１２Ｎ，１１３Ｌ，
１１３Ｍ，１１３Ｎ ，１１４Ｌ，１１４Ｍ，１１４Ｎ ，１１５Ｌ，１１５Ｍ，１１５Ｎ
　切欠部
１０３Ｖ，１１３Ｖ，１１４Ｖ，１１５Ｖ，１１７Ｃ，１７１Ｖ　一主面
１０３Ｑ，１１３Ｑ，１１４Ｑ，１１５Ｑ，１１７Ｄ　他主面
１１３Ｗ，１１３Ｒ，１１４Ｗ，１１４Ｒ，１１５Ｗ，１１５Ｒ，１１１Ｐ，１１２Ｐ，
１１６Ａ，１１６Ｂ，１１７Ａ　パターン
１１７Ａ'　最下部
１１７Ｍ　一面
１１７Ｎ　他面
１５１Ｕ，１５２Ｕ　側面
１６２Ｓ　表示部
１７１Ａ　基材部
１０００　超音波加工装置
１０１０　筐体部
１０１１　上段板
１０１２　支柱
１０１３　下段板
１０１４　脚
１０２０　加工台部
１０２１　加工台
１０２１Ａ　吸引孔
１０２２　真空ポンプ
１０２３　吸引配管
１０２４　分配器
１０２５　コネクタ
１０３０　移動機構部
１０３１　Ｘ軸レール部材
１０３１'　補助Ｘ軸レール部材
１０３２　Ｙ軸レール部材
１０３３　Ｚ軸レール部材
１０３３Ａ　可動テーブル
１０３３Ｂ　プレート
１０３３Ｃ　支持ブロック
１０３３Ｄ　ストッパ部材
１０３４　コントローラ
１０４０　超音波加工部
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１０４１　支持部材
１０４２，１０４４　超音波加工用ホーン
１０４２Ａ　振動子
１０４２Ｂ　先端部
１０４３　超音波発振器
１０４５　加工ドット
１０５０　制御部
１０５１　支持部材
１０５２　操作盤
１０５３　表示パネル
１０５４　制御装置
Ｅ　目
Ｐ１　ピッチ
Ｐ２　半ピッチ
Ｌ１，Ｌ２　入射光
Ｄ　導光板基材
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